
（
１
）

（
２
）

本
論
文
の
そ
の
一
、
古
代
・
中
世
及
び
そ
の
二
、
近
世
は
既
に
本
誌
に
発
表
し
た
。
今
回
は
大
体
一
八
二
○
年
か
ら
一
九
五
○
年
ま
で
を

（
１
）

近
代
と
し
、
そ
れ
を
便
宜
上
そ
れ
ぞ
れ
三
期
に
区
切
っ
て
記
述
す
る
。
本
論
文
は
当
初
一
九
世
紀
ま
で
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
二
○
世
紀

半
ば
、
先
進
国
で
ジ
フ
テ
リ
ア
を
ほ
ぼ
克
服
す
る
と
こ
ろ
ま
で
書
か
な
い
と
不
完
全
で
あ
る
と
考
え
て
変
更
し
た
。

た
く
し
か
‐

ら
で
あ
る
。

Ｈ
西
洋

①
一
八
二
○
年
’
一
八
八
○
年
、
臨
床
的
及
び
病
理
学
的
研
究
の
時
代

近
代
の
ジ
フ
テ
リ
ア
研
究
は
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
ト
ノ
ー
国
閏
昂
、
昂
弓
口
邑
８
こ
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
。
一
八
一
八
年
か
ら
一
八
二
一
年

に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
の
弓
○
日
地
方
に
流
行
し
た
こ
の
病
気
を
ラ
エ
ネ
ッ
ク
の
方
法
に
よ
り
、
臨
床
観
察
と
病
理
解
剖
を
結
合
さ
せ
て
研
究

し
て
、
こ
の
病
気
の
Ｑ
言
旨
巴
①
目
ｑ
を
確
立
し
、
ジ
フ
テ
リ
ア
と
い
う
病
名
を
創
出
し
た
ブ
レ
ト
ノ
ー
の
業
績
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
彼
の
業
績
は
同
時
代
人
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
正
し
く
理
解
さ
れ
ず
、
正
当
な
評
価
を
受
け
た
の
は
細
菌
学
の
時
代
に
な
っ
て
か

（
３
）

ブ
レ
ト
ノ
ー
の
原
著
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
ベ
ー
リ
ン
グ
国
目
冒
冒
〕
国
里
昌
侭
の
《
《
の
①
円
ご
呂
扇
号
禺
□
ご
胃
扁
禺
耐
》
》
及
び
再
弓

西
洋
、
中
国
、

そ
の
三
近

代 日
本
の
ジ
フ
テ
リ
ア
史
素
描 日

本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
三
巻
第
二
号
平
成
八
年
十
一
月
二
十
八
日
受
付

平
成
九
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
九
年
四
月
十
八
日
受
理

中

村

昭
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こ
の
病
気
は
こ
の
地
方
で
一
八
一
八
年
か
ら
一
八
二
一
年
ま
で
続
き
、
ブ
レ
ト
ノ
ー
は
一
三
○
例
の
患
者
を
見
、
そ
の
う
ち
六
○
例
を
剖

検
し
た
。
彼
は
こ
の
病
気
の
流
行
の
当
初
に
は
、
ア
ン
ギ
ー
ナ
と
ク
ル
ー
プ
は
偶
然
の
合
併
と
考
え
て
い
た
が
、
ア
ン
ギ
ー
ナ
の
親
か
ら
伝

染
し
た
子
が
ク
ル
ー
プ
に
な
る
の
を
見
た
り
、
ま
た
一
方
に
罹
れ
ば
他
方
に
免
疫
に
な
る
の
を
観
察
し
た
り
、
そ
の
他
の
多
く
の
臨
床
観
察

と
剖
検
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
両
疾
患
は
同
一
の
原
因
に
よ
る
も
の
と
判
断
し
た
。

ブ
レ
ト
ノ
ー
は
ま
た
、
昔
か
ら
混
乱
し
て
い
た
猩
紅
熱
性
の
咽
頭
炎
と
ジ
フ
テ
リ
ア
性
の
咽
頭
炎
を
明
確
に
区
別
し
た
。
そ
の
根
拠
の
一

つ
は
猩
紅
熱
の
咽
頭
病
変
は
喉
頭
に
ま
で
達
す
る
こ
と
は
な
く
、
猩
紅
熱
の
際
の
呼
吸
困
難
は
高
熱
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

こ
の
病
気
は
周
辺
の
村
に
も
広
が
り
、
弓
○
員
の
病
院
に
勤
務
す
る
ブ
レ
ト
ノ
ー
が
最
初
に
診
察
し
た
患
者
は
五
歳
の
児
だ
っ
た
・
患
者
は

強
い
呼
吸
困
難
の
た
め
に
声
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
顔
は
土
色
で
呼
気
は
臭
く
、
咽
頭
全
面
に
汚
い
暗
色
の
痂
皮
（
原
語
は
ド
イ
ツ
語
で

艀
言
風
偽
膜
と
同
じ
）
が
認
め
ら
れ
、
脈
は
極
め
て
速
く
且
つ
小
さ
か
っ
た
。
ブ
レ
ト
ノ
ー
は
こ
れ
を
診
て
、
鼻
腔
及
び
咽
頭
の
壊
疽
で
、
予

後
は
極
め
て
悪
い
と
判
断
し
た
が
、
診
察
の
数
時
間
後
に
こ
の
児
は
静
か
に
死
ん
だ
。
予
後
は
悪
い
と
診
断
し
た
も
の
の
、
予
想
以
上
に
速

い
死
に
疑
問
を
感
じ
た
ブ
レ
ト
ノ
ー
は
、
こ
の
児
を
病
理
解
剖
し
た
結
果
、
鼻
咽
頭
の
偽
膜
が
喉
頭
に
ま
で
達
し
て
い
る
の
を
認
め
、
直
接

死
因
は
咽
頭
の
壊
死
よ
り
も
喉
頭
の
閉
塞
で
あ
る
と
理
解
し
た
。

次
に
彼
が
剖
検
し
た
ケ
ー
ス
は
七
歳
の
児
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
壊
疽
性
の
ア
ン
ギ
ー
ナ
（
咽
頭
炎
）
と
典
型
的
な
ク
ル
ー
プ
（
喉
頭
炎
）

の
一
体
化
が
よ
り
明
瞭
で
あ
っ
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
剖
検
に
よ
り
、
気
管
か
ら
気
管
の
分
岐
ま
で
偽
膜
で
満
た
さ
れ
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ

い
膜
が
で
き
、

相
を
呈
し
た
。

（
４
）

少
且
『
①
急
①
叩
輿
巴
の
《
雷
冒
９
号
閏
国
》
〉
に
よ
っ
て
、
ブ
レ
ト
ノ
ー
の
研
究
経
過
を
ま
ず
概
観
す
る
。

一
八
一
八
年
に
弓
○
目
に
駐
留
す
る
軍
隊
の
中
で
壊
血
病
様
の
歯
肉
の
壊
死
が
ま
ず
流
行
し
た
。
そ
れ
は
唇
や
頬
粘
膜
に
も
広
が
っ
て
白

い
膜
が
で
き
、
や
が
て
暗
灰
緑
色
に
変
化
し
た
。
周
辺
の
リ
ン
パ
節
は
腫
脹
し
、
口
腔
か
ら
は
臭
い
息
が
出
て
、
次
第
に
悪
性
咽
頭
炎
の
様

たの
0
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る
。
根
拠
の
他
の
一
つ
は
疫
学
的
な
も
の
で
、
猩
紅
熱
に
な
っ
て
も
ジ
フ
テ
リ
ア
に
免
疫
に
な
ら
ず
、
逆
に
ジ
フ
テ
リ
ア
に
な
っ
て
も
猩
紅

熱
に
免
疫
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ブ
レ
ト
ノ
ー
は
こ
れ
ら
の
研
究
結
果
を
一
八
二
六
年
に
《
己
①
曾
具
宮
日
日
目
○
易
９
円
邑
躬
ｇ
一
房
目
日
呂
扁
×
ｇ
ｇ
ｇ
風
月
己
同
号

一
四
・
〕
ロ
ゴ
計
ゴ
、
風
庁
①
）
○
巨
ヨ
コ
室
四
］
‐
国
目
〕
ｍ
ご
○
邑
口
の
臣
門
口
二
四
司
①
》
の
○
ロ
コ
ロ
①
め
○
こ
の
］
①
ロ
○
口
］
Ｑ
①
ｎ
Ｈ
Ｏ
こ
ロ
亀
四
弓
、
』
弓
①
国
〕
画
匡
”
国
①
》
旦
酎
二
ｍ
一
口
①
胸
煙
弓
ｍ
Ｒ
①
国
①
こ
の
①

、

①
言
．
・
・
と
い
う
モ
ノ
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
た
。
本
稿
で
今
ま
で
ジ
フ
テ
リ
ア
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
が
、
こ
の
言
葉
は
実
は
ブ
レ
ト
ノ
ー
が

悪
性
咽
頭
炎
と
ク
ル
ー
プ
を
同
一
疾
患
と
し
て
、
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
島
目
昏
倒
訂
（
英
語
ｇ
ｇ
吾
円
旨
の
）
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
語

源
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
躁
皮
様
炎
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
幻
ａ
ｏ
－
ｇ
Ｆ
尿
．
ぐ
弓
ｇ
ｏ
言
が
こ
れ
を
病
名
と
し
て
で

な
く
、
炎
症
の
一
つ
の
形
態
の
意
味
に
使
っ
て
混
乱
を
生
じ
た
の
で
、
ブ
レ
ト
ノ
ー
は
病
名
を
一
八
五
○
年
頃
、
島
９
ｓ
目
①
（
英
語
＆
冒
吾
①
‐

言
ｊ
）

ジ
ェ
ン
ナ
ー
ヨ
旨
四
目
］
ｇ
画
①
民
（
種
痘
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
で
は
な
い
）
は
そ
の
経
験
を
ま
と
め
て
「
ジ
フ
テ
リ
ア
、
そ
の
症
状
と
治
療
』
と
い

う
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
ロ
ン
ド
ン
近
郊
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
一
八
五
八
年
か
ら
三
年
間
に
五
八
例
の
ジ

フ
テ
リ
ア
患
者
を
見
て
、
そ
の
う
ち
三
四
例
が
死
亡
し
た
。
こ
れ
は
彼
の
所
に
重
症
者
が
集
ま
っ
た
か
ら
致
死
率
が
高
か
っ
た
と
も
述
べ
て

い
る
が
、
彼
も
病
理
解
剖
を
し
て
研
究
し
、
ジ
フ
テ
リ
ア
を
次
の
六
類
型
に
分
け
て
い
る
。

第
一
は
軽
症
型
。
第
二
は
炎
症
型
。
第
三
は
内
攻
型
で
、
こ
れ
は
外
観
上
は
軽
い
の
に
急
に
喉
頭
閉
塞
で
死
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
第
四
は
鼻

腔
型
で
あ
る
が
、
病
変
が
喉
頭
に
ま
で
達
し
て
死
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
第
五
は
原
発
性
喉
頭
型
で
、
死
亡
率
が
高
い
。
第
六
は
無
力
型
で
、
直

（
７
）

接
死
因
は
喉
頭
閉
塞
で
は
な
く
全
身
衰
弱
で
あ
り
、
こ
れ
は
混
合
感
染
に
よ
る
敗
血
症
か
も
知
れ
な
い
と
ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
示
唆
し
て
い
る
。

ご
画
」

（
６
）

致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
で
は
悪
性
咽
頭
炎
症
状
を
主
体
と
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
が
流
行
し
た
が
、
一
八
五
七
年
頃
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
広
が
り
、
イ

（
－
３
）

ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
と
北
上
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
流
行
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
は
大
む
ね
ブ
レ
ト
ノ
ー
が
記
述
し
た
病
型
と
一

炎
症
の
一
つ

に
変
更
し
た
。
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イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
の
頃
ま
で
悪
性
咽
頭
炎
（
ジ
フ
テ
リ
ア
）
と
ク
ル
ー
プ
は
別
疾
患
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
多
か
っ
た
が
、
一
八
七
九
年
に

（
９
）

公
式
の
委
員
会
を
作
っ
て
審
議
し
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
が
ク
ル
ー
プ
の
原
因
に
な
り
得
る
こ
と
を
認
め
た
。

（
Ⅷ
）
（
ｕ
）

こ
の
爆
発
的
な
流
行
は
一
八
五
八
年
に
は
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
広
が
っ
た
。
ま
た
既
に
開
国
し
て
い
た
中
国
や
日
本
で
も

こ
れ
以
後
こ
の
病
気
が
増
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
中
国
と
日
本
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

（
魁
）

こ
の
頃
に
は
あ
ま
り
有
効
な
治
療
法
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
気
管
切
開
も
試
み
ら
れ
た
が
、
救
命
率
は
高
く
な
か
っ
た
。

②
一
八
七
○
年
’
一
九
一
○
年
、
細
菌
学
的
及
び
免
疫
学
的
研
究
の
時
代

前
述
の
よ
う
な
ジ
フ
テ
リ
ア
の
流
行
に
刺
激
さ
れ
て
、
一
八
六
○
年
代
か
ら
七
○
年
代
に
か
け
て
ジ
フ
テ
リ
ア
の
原
因
菌
に
対
す
る
研
究

（
喝
）

が
盛
ん
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
弓
○
日
目
四
凶
①
）
困
匡
２
国
〕
弓
Ｈ
①
目
色
①
邑
言
侭
》
○
①
局
旦
ら
が
ジ
フ
テ
リ
ア
の
偽
膜
を
動
物
に
植
え
つ
け
る
実
験

（
Ｍ
）

を
し
て
あ
る
程
度
成
功
し
た
が
、
結
果
は
不
充
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
人
間
に
感
染
さ
せ
る
実
験
も
何
度
か
行
わ
れ
た
が
、
既
に
免
疫
を
持
つ

（
脇
）

て
い
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
結
果
は
一
定
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
コ
ッ
ホ
の
研
究
方
法
以
前
の
時
代
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
ジ
フ
テ
リ
ア
が
一
定
の
菌
に
よ
っ
て
発
病
す
る
こ
と
を
想
像
す
る
人
は
む
し
ろ
少
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
小
児
科
医
で
、
数

（
恥
）

千
例
の
ジ
フ
テ
リ
ア
症
例
を
経
験
し
て
、
一
八
八
○
年
に
震
シ
弓
扇
島
の
①
旦
冒
冒
昏
閏
国
署
を
書
い
た
ジ
ャ
コ
ー
ピ
ン
．
言
８
豆
は
そ
の
中

で
、
ジ
フ
テ
リ
ア
が
感
染
症
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
一
つ
の
原
因
菌
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
と
書
い
て
い
る
。
彼
は
ま
た
、
世
間
の

ジ
フ
テ
リ
ア
に
対
す
る
認
識
は
薄
く
、
そ
の
伝
染
を
予
防
す
る
為
の
何
の
措
置
も
な
い
と
し
て
、
一
八
八
○
年
に
あ
っ
た
次
の
よ
う
な
事
例

（
〃
）

を
紹
介
し
て
い
る
。
あ
る
学
校
の
生
徒
二
人
が
、
隣
接
の
ジ
フ
テ
リ
ア
の
流
行
っ
て
い
る
学
区
へ
行
っ
て
ジ
フ
テ
リ
ア
に
感
染
し
て
来
た
が
、

六
’
二
五
歳
五
％
、
そ
れ
以
叱

ら
罹
患
率
が
低
い
の
で
あ
る
。

（
８
）

な
お
、
ジ
ャ
コ
ー
ビ
ン
ウ
国
冨
ョ
旨
８
豆
に
よ
れ
ば
言
．
ｚ
・
弓
冒
尉
時
昼
は
一
八
五
五
年
か
ら
一
八
七
七
年
の
問
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
一

万
例
の
ジ
フ
テ
リ
ア
を
集
計
し
、
そ
の
年
齢
構
成
は
一
歳
未
満
九
％
、
一
’
五
歳
四
五
％
、
六
’
十
歳
二
六
％
、
十
一
’
十
五
歳
九
％
、
十

六
’
二
五
歳
五
％
、
そ
れ
以
上
六
％
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ジ
フ
テ
リ
ア
浸
淫
地
帯
で
は
成
人
は
い
つ
の
ま
に
か
免
疫
に
な
っ
て
い
る
か
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そ
の
ま
ま
登
校
し
て
来
た
の
で
、
そ
の
学
校
の
五
九
人
の
生
徒
の
う
ち
五
八
人
ま
で
が
発
病
し
、
一
七
人
が
死
亡
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

話
を
細
菌
学
に
戻
す
と
、
ド
イ
ツ
の
田
舎
の
医
師
だ
っ
た
コ
ッ
ホ
は
一
八
七
六
年
に
炭
疽
病
に
お
け
る
炭
疽
菌
の
病
因
的
意
義
を
立
証
し

て
認
め
ら
れ
、
研
究
生
活
に
入
り
、
続
い
て
細
菌
の
純
培
養
の
技
術
を
確
立
し
、
病
原
菌
の
証
明
に
関
す
る
コ
ッ
ホ
の
三
原
則
を
提
示
し
た
。

同
じ
頃
一
八
八
三
年
に
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ー
門
下
の
ク
レ
ブ
ス
団
・
ミ
ヨ
国
①
房
は
病
理
組
織
学
的
手
法
に
よ
っ
て
偽
膜
の
層
の
中
に
ジ
フ
テ
リ

ア
菌
を
発
見
し
た
が
、
こ
れ
が
ジ
フ
テ
リ
ア
の
原
因
菌
で
あ
る
こ
と
の
証
明
は
、
コ
ッ
ホ
門
下
の
レ
フ
レ
ル
卑
耐
島
一
呂
冒
①
国
閂
が
翌
一

八
八
四
年
に
、
コ
ッ
ホ
の
原
則
に
則
り
繊
密
な
手
法
で
こ
れ
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
菌
が
存
在
す
れ
ば
必
ず
ジ
フ
テ
リ
ア
が
発
病
す
る
と
い
う
程
の
強
い
病
原
性
が
な
い
た
め
に
、
少
し
疑
問
を
残
し
、
す
ぐ

に
一
般
に
信
じ
ら
れ
る
に
至
ら
ず
、
こ
れ
が
本
当
に
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
八
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
向
目
扁
罰
○
口
×
と

エ
ル
ザ
ン
筐
①
×
画
自
身
①
母
①
刷
旨
に
よ
っ
て
、
こ
の
菌
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ア
毒
素
が
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
一
八
九
○
年
に
コ
ッ
ホ
門
下
の
ベ
ー
リ

ン
グ
と
北
里
柴
三
郎
に
よ
っ
て
こ
れ
に
対
す
る
抗
毒
素
が
発
見
さ
れ
て
、
治
療
的
応
用
に
成
功
を
収
め
て
か
ら
で
あ
る
。

（
肥
）

ベ
ー
リ
ン
グ
と
北
里
は
、
一
八
九
○
年
に
連
名
で
「
ジ
フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
に
対
す
る
動
物
の
免
疫
機
構
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
。

そ
の
一
部
分
を
次
に
引
用
す
ブ
匂

わ
れ
わ
れ
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
（
ベ
ー
リ
ン
グ
）
と
破
傷
風
（
北
里
）
を
長
い
間
研
究
す
る
と
同
時
に
、
治
療
と
免
疫
の
問
題
に
つ
い
て
も

深
く
考
え
て
き
た
。
ジ
フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
に
か
か
っ
て
い
る
動
物
を
治
療
す
る
こ
と
も
、
正
常
動
物
が
ジ
フ
テ
リ
ア
で
死
な
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
中
略
）

（
わ
れ
わ
れ
の
）
多
く
の
実
験
は
失
敗
で
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
免
疫
動
物
の
血
液
が
ジ
フ
テ
リ
ア
毒
素
を
中
和
す
る
能
力
を
も
っ
て
い
る

こ
と
を
み
つ
け
、
こ
の
発
見
か
ら
免
疫
動
物
が
ジ
フ
テ
リ
ア
に
感
受
性
を
も
た
な
い
理
由
が
判
明
し
た
。
破
傷
風
に
限
っ
て
は
、
こ
の

ジ
フ
テ
リ
ア
免
疫
の
考
え
方
を
応
用
で
き
、
ま
っ
た
く
一
致
す
る
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
研
究
の
概
略
を
報
告
す
る
。

１
．
破
傷
風
に
免
疫
に
な
っ
て
い
る
ウ
サ
ギ
の
血
液
は
、
破
傷
風
の
毒
素
を
中
和
、
も
し
く
は
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
２
．
は
略
）
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方
法
の
開
発
が
必
要
と
な
る
。

（
別
）

人
口
十
万
対
三
八
人
に
減
少
し
た
。

ジ
フ
テ
リ
ア
抗
血
清
の
最
初
の
応
用
は
一
八
九
一
年
の
暮
近
く
、
ベ
ル
リ
ン
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
何
人
か
の
患
児
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は

満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
一
八
九
二
年
か
ら
市
販
さ
れ
、
数
年
以
内
に
ジ
フ
テ
リ
ア
に
対
し
て
血
清
療
法
は
ル
ー
チ
ン
の
治
療
法
と

（
副
）
（
塊
）

な
り
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
死
亡
率
低
下
に
明
ら
か
に
貢
献
し
た
。

例
え
ば
ロ
ン
ド
ン
の
恩
ぐ
四
画
○
の
ロ
国
』
の
統
計
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
は
一
八
九
五
年
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ア
抗
血
清
が
導
入
さ
れ
た
が
、
一
八

（
詔
）

九
四
年
に
六
二
％
だ
っ
た
致
死
率
が
、
一
八
九
六
年
に
は
二
八
％
と
な
り
、
一
九
一
○
年
に
は
十
二
％
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
も
一
八
九
五
年
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科
医
の
パ
ー
ク
雪
旨
四
目
勺
國
島
を
中
心
と
し
て
、
抗
血
清
に
よ
る
治
療
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
ま
り
、
そ
の
前
年
一
八
九
四
年
に
は
人
口
十
万
に
対
し
ジ
フ
テ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
が
一
○
五
人
だ
っ
た
の
が
、
一
九
○
五
年
に
は

（
Ⅲ
頁
馴
）

役
立
っ
た
。

３
．
こ
の
能
力
は
、
他
の
動
物
の
体
内
に
入
れ
ら
れ
て
も
、
そ
の
有
効
性
は
そ
の
ま
ま
残
る
。
た
と
え
ば
、
輸
血
と
か
血
清
注
射
に
よ

っ
て
も
著
明
な
治
療
効
果
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

４
．
破
傷
風
に
免
疫
に
な
っ
て
い
な
い
動
物
の
血
液
の
中
に
は
、
破
傷
風
毒
素
を
破
壊
す
る
性
質
は
存
在
し
な
い
。
免
疫
の
成
立
し
て

い
な
い
動
物
の
体
内
に
破
傷
風
毒
素
を
も
ち
込
む
と
、
死
ん
だ
あ
と
で
も
そ
の
血
液
と
体
液
の
な
か
に
毒
素
が
証
明
さ
れ
る
。

次
の
問
題
は
こ
の
抗
毒
素
血
清
の
大
量
生
産
と
そ
の
標
準
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
顧
巳
團
昌
ｇ
の
協
力
が
大
き
く
、

彼
は
ま
た
毒
素
と
抗
毒
素
の
反
応
に
対
し
て
、
側
鎖
説
と
い
う
注
目
す
べ
き
仮
説
を
提
出
し
、
こ
れ
は
そ
の
後
の
化
学
療
法
の
開
発
に
も

最
初
は
少
量
の
ジ
フ
テ
リ
ア
毒
素
を
注
射
す
る
方
法
が
試
み
ら
れ
た
が
、
次
に
は
毒
素
と
抗
毒
素
の
混
合
物
を
注
射
す
る
方
法
が
取
ら
れ
、

③
一
九
二
年
’
一
九
五
○
年
、
予
防
接
種
の
普
及
と
化
学
療
法
の
始
ま
り

前
述
の
抗
毒
素
血
清
療
法
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
受
動
免
疫
に
よ
る
治
療
で
あ
っ
て
、
予
防
の
た
め
に
は
能
動
免
疫
の
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（
鵠
）

少
し
て
い
る
。

（
妬
）

一
九
一
三
年
に
は
ベ
ー
リ
ン
グ
も
こ
の
方
法
を
推
奨
し
た
。
ま
た
一
九
一
三
年
か
ら
は
シ
ッ
ク
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
テ

（
恥
）

ス
ト
陽
性
（
未
感
染
）
の
者
の
み
予
防
注
射
を
行
っ
た
。

素
素
抗
毒
素
混
合
物
に
よ
る
予
防
注
射
は
ア
メ
リ
カ
及
び
カ
ナ
ダ
で
広
く
行
わ
れ
、
一
九
二
二
年
の
パ
ー
ク
の
報
告
で
は
、
多
数
の
学
童

（
”
）

に
こ
れ
を
施
行
し
た
結
果
、
予
防
接
種
を
受
け
た
者
は
受
け
な
か
っ
た
者
に
比
し
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
発
症
率
は
四
分
の
一
で
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
の
方
法
は
遊
離
し
た
毒
素
が
残
っ
て
い
る
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
よ
り
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
望
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ォ
ル
マ

リ
ン
処
理
の
ト
キ
ソ
イ
ド
、
さ
ら
に
明
蓉
処
理
の
ト
キ
ソ
イ
ド
等
が
開
発
さ
れ
、
予
防
接
種
の
普
及
率
が
次
第
に
向
上
し
た
。

予
防
接
種
の
効
果
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
数
の
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
二
二
年
に
ピ
ー
ク
が
あ
っ
て
約
二
二
万
人
だ

っ
た
の
が
、
一
九
二
三
年
か
ら
毒
素
抗
毒
素
に
よ
る
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
激
減
し
、
一
九
三
○
年
に
は
六
万
人
程
に
な
り
、

一
九
三
三
年
頃
か
ら
ト
キ
ソ
イ
ド
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
九
四
○
年
代
に
は
約
三
万
人
に
な
り
、
一
九
五
○
年
以
降
は
さ
ら
に
減

（
調
）

ま
た
予
防
接
種
率
と
ジ
フ
テ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
者
数
と
の
関
係
を
見
る
と
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
三
ｍ
ｇ
目
冨
己
①
国
昌
ロ
里
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ョ

ー
ク
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
フ
テ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
学
童
に
対
す
る
予
防
接
種
率
が
五
○
％
を
越
え
た
ら
急
に
減
少
し
た
。
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
で
は
こ
の
転
期
は
一
九
二
八
年
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
四
三
年
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
は
一
九
二
八
年

の
人
口
十
万
対
ジ
フ
テ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
が
十
・
一
人
な
の
が
、
一
九
三
三
年
に
は
一
人
に
減
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
四
三
年
に
人
口
十

万
対
ジ
フ
テ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
が
二
八
人
だ
っ
た
の
が
、
一
九
四
八
年
に
は
一
・
一
人
に
減
っ
て
い
る
。

予
防
接
種
を
怠
れ
ば
た
ち
ま
ち
逆
戻
り
す
る
と
い
う
実
例
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
州
は
一
九
一
三
年
に
は
世
界
最
悪
の
ジ
フ
テ

リ
ア
死
亡
率
だ
っ
た
の
が
、
予
防
接
種
計
画
を
実
行
し
て
そ
の
数
を
激
減
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
予
防
接
種
を
怠
っ
た
と
こ
ろ
、
一

（
抑
）

九
四
八
年
に
は
五
○
○
人
以
上
の
患
者
が
発
生
し
た
と
い
う
。

ま
た
第
二
次
大
戦
中
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
戦
線
の
ア
メ
リ
カ
の
兵
士
に
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
を
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
一
九
四
二
年
か
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ら
四
五
年
の
間
に
五
七
二
四
人
の
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
一
二
五
人
が
死
亡
し
た
。
ま
た
太
平
洋
方
面
で
は
多
数
の
皮
唐

（
鋤
）

ジ
フ
テ
リ
ア
（
熱
帯
潰
瘍
）
が
発
生
し
た
。

こ
の
他
、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
の
型
に
よ
る
相
違
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
一
九
二
九
年
か
ら
三
○
年
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
の
北
部
で
、
そ
れ
ま

で
三
十
年
程
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
ジ
フ
テ
リ
ア
が
流
行
し
、
多
く
の
子
供
が
死
亡
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
細
菌
学
者
の
研
究
の
結
果

で
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
に
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
よ
う
な
型
が
認
め
ら
れ
、
結
局
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
に
は
鱒
画
く
厨
》
冒
討
時
目
①
呂
胃
①
ゞ
日
旨
の
の
三

型
が
あ
り
、
重
症
者
が
多
い
流
行
の
場
合
に
は
喝
画
く
厨
の
率
が
高
く
、
重
症
者
が
少
な
い
流
行
の
場
合
に
は
ョ
三
ｍ
の
率
が
高
い
と
い
う
こ

（
塊
）
（
認
）

と
が
唱
え
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
閤
呂
①
‐
国
①
尉
呂
の
《
由
爵
房
国
巳
○
四
の
》
〉
で
も
こ
れ
を
承
認
し
、
こ
れ
は
追
試
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
た
と
述
べ

て
い
る
が
、
そ
の
後
、
型
の
存
在
は
認
め
ら
れ
る
が
重
症
度
と
は
関
係
な
い
と
さ
れ
た
。

治
療
の
面
で
は
血
清
療
法
の
他
に
、
周
知
の
如
く
、
一
九
三
○
年
代
に
は
サ
ル
フ
ァ
剤
が
開
発
さ
れ
、
一
九
四
○
年
代
に
は
ペ
ニ
シ
リ
ン

が
実
用
化
し
、
こ
れ
ら
は
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
に
対
し
て
も
あ
る
程
度
有
効
性
が
あ
っ
た
が
、
時
機
を
失
す
れ
ば
効
果
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
合

併
す
る
感
染
症
に
も
有
効
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
低
下
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

口
中
国

①
一
七
九
六
年
’
一
八
七
五
年
、
清
朝
、
嘉
慶
ｌ
同
治
年
間

（
弘
）

前
回
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
で
も
十
八
世
紀
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ア
の
症
候
を
呈
す
る
患
者
が
増
え
、
喉
科
の
専
門
医
も
出
現
し
た
。
「
重
楼

玉
鋪
」
を
書
い
た
鄭
梅
澗
は
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
鄭
の
門
下
の
方
成
培
が
『
重
楼
玉
鋪
続
編
』
二
八
○
四
年
）
を
書

い
た
。
こ
の
書
で
は
ジ
フ
テ
リ
ア
を
白
腐
と
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
後
半
に
な
る
と
、
現
代
中
国
語
で
も
使
わ
れ
て
い
る
白
喉
と

い
う
病
名
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
『
重
楼
玉
鋪
続
編
」
で
白
腐
‐

（
語
）

で
白
腐
と
し
て
そ
の
病
因
を
論
じ
て
い
る
所
を
少
し
引
用
す
る
。
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か
ん
が
も
と
や

こ
れ
を
方
言
に
稽
う
る
に
、
本
白
腐
の
症
無
し
。
近
来
こ
れ
を
患
う
者
甚
だ
多
く
、
伝
染
し
て
已
み
難
き
に
至
る
。
今
の
白
腐
症
は
亦

痘
疹
の
如
く
、
時
に
随
っ
て
感
召
し
て
発
す
。
こ
れ
亦
天
気
懸
殊
の
故
な
り
や
。

あ

肺
は
鼻
に
開
議
し
、
肺
気
は
鼻
に
通
ず
。
鼻
は
天
気
を
主
り
、
又
精
気
は
天
に
通
ず
。
故
に
天
時
に
燥
気
の
令
に
値
え
ば
、
鼻
よ
り
入

や

り
て
肺
ま
ず
こ
れ
を
受
け
、
軽
け
れ
ば
咳
を
発
し
て
已
ま
ず
、
重
け
れ
ば
即
ち
白
腐
の
患
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
天
気
の
変
化
が
白
腐
の
原
因
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
伝
染
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
は
細
菌
学
確

立
以
前
の
西
洋
の
考
え
方
と
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
害
で
は
そ
の
白
腐
（
偽
膜
）
が
気
管
か
ら
肺
の
内
部
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
認

〆
３
』

『
８
－

述
べ
て
い
る
。

め
て
い
て

も
治
り
易
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
師
）

ま
た
こ
の
病
気
の
伝
染
性
、
と
く
に
小
児
に
多
い
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

喉
間
白
腐
一
症
、
凡
そ
大
人
こ
の
症
を
患
う
は
治
し
易
し
。
た
だ
小
児
尤
も
難
し
と
為
す
。
蓋
し
そ
の
幼
小
体
質
薄
弱
に
因
っ
て
脾
腎

不
足
の
故
な
り
。
こ
れ
を
以
て
小
児
の
白
腐
症
大
人
よ
り
多
く
、
必
ず
且
つ
伝
染
す
。
も
し
こ
れ
を
治
す
る
善
か
ら
ざ
れ
ば
次
第
に
天

傷
し
易
し
。
甚
だ
し
き
は
一
家
数
口
皆
こ
の
厄
に
遭
う
。

現
代
医
学
の
知
識
で
考
え
れ
ば
、
そ
の
頃
の
大
人
の
多
く
は
ジ
フ
テ
リ
ア
に
対
し
て
免
疫
を
持
っ
て
い
た
の
で
罹
り
難
く
、
ま
た
罹
っ
て

ま
た
こ
の
時
期
の
終
り
頃
一
八
六
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
張
紹
修
の
「
時
疫
白
喉
捷
要
」
で
も
、
伝
染
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
次
の
よ
う
に

け
わ

つ
れ

白
喉
は
時
疫
の
一
症
あ
り
。
そ
の
時
有
り
て
発
す
る
や
、
そ
の
伝
染
甚
だ
速
く
、
そ
の
症
至
っ
て
危
く
、
至
っ
て
険
し
。
治
す
る
者
毎

し
、
以
て
畔

が
る
故
也
。

ま
つ
わ

こ
の
症
軽
き
者
は
微
か
に
咽
傍
に
発
し
、
重
き
は
そ
の
白
、
喉
及
び
喉
管
に
蔓
り
、
至
っ
て
極
め
て
重
き
者
は
そ
の
白
、
肺
系
に
纒
満

ひ
と
な

し
、
以
て
肺
内
に
皆
あ
り
。
僅
か
に
形
を
喉
部
に
現
す
に
非
ず
。
打
嗽
、
音
瘤
、
鼻
塞
、
気
喘
斉
し
く
作
る
は
皆
白
腐
粘
っ
て
内
に
塞

（
鍋
）

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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（
蛇
）

て
知
ら
れ
る
。

（
灯
り
）
を
一

治
療
に
関
し
て

（
狐
）

こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
民
間
で
抗
生
剤
療
法
の
端
緒
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
事
実
が
『
重
楼
玉
鋪
続
編
」
の
次
の
記
述
に
よ
っ

（
鋤
）

こ
の
書
で
は
症
状
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
す

初
め
悪
寒
発
熱
頭
痛
起
り
、
背
脹
れ
、
遍
身
骨
節
痙
痛
し
、
喉
内
或
は
極
め
て
痛
く
、
或
は
微
か
に
痛
く
、
或
は
痛
ま
ず
、
而
し
て
喉

か
す

あ
ら
わ

あ
ら
わ

内
微
か
に
硬
し
。
随
っ
て
白
を
発
し
随
っ
て
見
れ
る
者
あ
り
。
二
三
日
に
至
っ
て
而
し
て
白
始
め
て
見
れ
る
者
あ
り
。
或
は
白
点
白
條

白
塊
に
よ
り
漸
く
満
喉
皆
白
き
に
至
る
。

（
鋤
）

ま
た
こ
の
書
は
喉
内
の
診
察
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

お

へ
ら

お

病
人
を
光
明
処
に
向
か
し
め
、
正
坐
せ
し
め
、
左
手
で
髪
際
を
按
さ
え
、
右
手
で
篦
片
或
は
箸
を
持
ち
、
舌
心
を
按
さ
え
、
喉
朧
の
両

こ
ま

ま
さ

こ
よ
り

辺
、
白
喉
に
繋
が
る
、
単
双
蛾
に
繋
が
る
、
風
下
蛾
に
繋
が
る
も
の
を
細
か
に
看
て
、
方
に
よ
く
薬
を
下
す
べ
し
、
晩
間
は
則
ち
両
紙
捻

ま
さ
あ
き
ら

（
灯
り
）
を
用
い
、
一
は
脳
（
頭
）
の
後
を
照
ら
し
、
一
は
口
内
を
照
ら
さ
ば
、
方
に
清
か
に
看
る
こ
と
を
得
る
。

治
療
に
関
し
て
「
重
楼
玉
鋪
続
編
』
の
一
部
を
引
用
す
る
。
漢
方
医
学
の
立
場
か
ら
こ
の
病
気
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
た
か
も
知
る

白
腐
俗
に
白
菌
と
呼
ぶ
。
凡
そ
郷
隅
の
小
児
こ
れ
を
患
う
者
あ
れ
ば
、
土
人
（
土
地
の
人
）
嘗
て
樹
上
に
生
ぜ
し
所
の
湿
菌
を
取
り
、

洗
し
て
菌
湯
を
与
え
服
せ
し
む
。
そ
の
軽
き
者
或
は
験
あ
り
、
重
き
者
は
多
く
誤
を
致
す
。
何
処
よ
り
伝
来
し
た
る
か
を
知
ら
ず
。

ね
ば

凡
そ
初
起
喉
間
紅
腫
せ
ず
、
即
ち
白
腐
或
は
厚
く
或
は
薄
く
あ
り
。
或
は
稠
る
こ
と
糊
の
如
く
し
て
発
熱
に
及
ぶ
者
あ
り
。
乃
ち
最
も

さ
く

重
き
候
は
そ
の
源
責
肺
腎
陰
虚
に
あ
り
。
そ
の
脈
必
ず
浮
数
無
力
、
手
尖
必
ず
冷
た
し
。
切
に
表
散
寒
凉
の
品
（
薬
）
を
投
ず
べ
か
ら
ず
。

つ
れ

而
し
て
治
法
は
須
ら
く
養
陰
渭
潤
す
べ
し
。
誤
治
を
見
る
者
、
毎
に
必
ず
音
唖
に
変
じ
、
打
嗽
し
、
鼻
塞
が
り
、
疾
響
き
、
気
喘
し
て

損、
ノ
、

0

つ
か

に
多
く
手
を
束
ね
て
無
策
な
り
。

菌煎
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中
国
の
一
八
六
○
年
代
、
七
○
年
代
に
は
欧
米
の
ジ
フ
テ
リ
ア
大
流
行
の
影
響
か
ど
う
か
、
や
は
り
増
加
し
た
こ
と
は
確
か
で
、
「
時
疫
白

（
縄
）

喉
捷
要
」
で
も
「
同
治
丁
卯
（
一
八
六
七
年
）
冬
、
白
喉
険
症
極
め
て
多
く
、
漸
く
危
篤
に
至
る
者
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
年
だ
け

と
く
に
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

②
一
八
七
五
年
’
一
九
二
年
、
清
朝
末
、
光
緒
ｌ
宣
統
年
間

清
朝
末
の
混
乱
期
で
あ
る
が
、
漢
方
医
学
の
レ
ベ
ル
は
必
ず
し
も
低
く
な
く
、
喉
科
の
専
門
言
も
多
い
。

（
“
）

ま
ず
一
八
八
二
年
に
出
た
李
紀
方
『
白
喉
全
生
集
」
よ
り
、
一
自
験
例
を
引
用
す
る
。

た
ま
た
ま

常
寧
総
戎
の
周
定
安
夫
人
、
病
む
こ
と
数
日
、
雑
症
多
端
、
な
お
白
喉
た
る
を
知
ら
ず
。
甚
だ
痛
ま
ざ
る
の
故
也
。
一
日
偶
喉
痛
を

ひ

言
い
、
余
の
往
医
を
延
く
。
内
関
（
咽
喉
部
）
を
視
る
に
白
塊
両
條
、
色
凝
實
の
如
し
。
そ
の
家
、
倶
れ
甚
だ
し
。
余
曰
く
、
幸
い
に
未

だ
凉
剤
を
服
さ
ざ
る
也
、
以
て
治
す
る
を
得
く
し
。
炊
宮
回
生
丹
を
吹
き
、
参
桂
飲
二
剤
を
服
せ
し
む
る
に
、
白
塊
半
ば
を
減
ず
。
温

医
湯
を
以
て
継
ぎ
、
数
剤
な
ら
ず
し
て
全
く
癒
ゆ
。

こ
こ
で
吹
き
薬
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
筆
筒
の
よ
う
な
も
の
に
薬
を
入
れ
て
咽
喉
の
奥
に
吹
き
込
む
の
で
あ
る
。
李
紀
方
は

（
妬
）

服
薬
と
吹
薬
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

白
喉
は
服
薬
と
吹
薬
井
び
に
重
し
。
蓋
し
寒
熱
内
に
伏
し
、
服
薬
に
非
ず
ば
そ
の
本
を
治
す
る
能
わ
ず
。
而
し
て
毒
気
喉
に
ま
し
、
吹

薬
に
非
ず
ば
そ
の
標
（
末
梢
）
を
解
く
能
わ
ざ
る
也
。
若
し
危
険
の
証
、
必
ず
先
ず
吹
薬
に
て
疾
誕
を
掃
去
し
、
而
し
て
後
以
て
服
薬
す

を
以
て
菌
を
治
す
。
誠
』

す
な
わ
ち
、
ジ
フ
テ
リ
ア
（

て
治
療
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
妬
）

ま
た
こ
の
他
の
合
併
症
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

く
〆
○

／
》
、
１
１
、

を
治
す
。
誠
に
驚
く
べ
き
也
。

か
び

ジ
フ
テ
リ
ア
の
本
態
は
徴
の
よ
う
な
も
の
が
咽
喉
に
つ
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
て
、

そ
れ
を
他
の
菌
（
徴
ま
た
は
茸
）
に
よ
っ
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次
に
光
緒
九
年
二
八
八
三
年
）
に
出
た
雷
豊
著
『
時
病
論
』
と
い
う
本
を
見
て
み
る
。
時
病
と
は
流
行
病
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
必
ず

し
も
伝
染
病
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
種
の
温
毒
は
伝
染
性
疾
患
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
ジ
フ
テ
リ
ア
も
そ
の
中
で
喉
痙
と

い
う
名
前
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
白
喉
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
喉
痒
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
古
典
的
な
名
称
で
あ
る
。

（
”
）

と
も
あ
れ
、
こ
の
書
の
喉
痒
の
説
明
を
引
用
し
、
次
に
彼
の
一
自
験
例
を
紹
介
す
る
。

温
熱
の
毒
発
し
て
上
に
越
え
、
喉
に
結
し
て
腫
を
成
し
て
陣
す
。
内
経
云
う
、
一
陰
一
陽
結
す
、
こ
れ
を
喉
瘤
と
請
う
。
一
陰
は
手
少

な
ら

陰
君
火
な
り
。
一
陽
は
手
少
陽
相
火
な
り
。
二
経
の
脈
井
ぴ
に
喉
に
絡
み
、
今
温
毒
此
の
間
に
聚
る
。
則
ち
君
相
の
火
並
び
起
る
。
蓋

し
火
動
け
ば
則
ち
疾
を
生
じ
、
疾
塞
す
れ
ば
則
ち
腫
れ
、
腫
甚
し
け
れ
ば
則
ち
痒
し
、
痩
甚
し
け
れ
ば
則
ち
通
ぜ
ず
し
て
死
す
。
急
ぎ

や
く

ぎ
よ
く

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
閉
塞
し
た
喉
を
玉
鎗
匙
で
開
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鋪
と
は
鍵
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
玉
で
作
っ
た
鍵
形

の
匙
で
閉
塞
し
た
喉
を
開
く
こ
と
を
試
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
の
節
で
紹
介
し
た
喉
科
の
専
門
害
で
あ
る
「
重
楼
玉
鋪
」
及
び
「
続
編
」

（
州
）

の
玉
錦
も
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
雷
豊
の
自
験
例
を
紹
介
す
る
。

紫
苑
を
以
て
そ
の
喉
痒
を
開
く
。

た
ま
た
ま

お
か

も
力

城
東
の
陳
某
の
室
（
妻
）
、
偶
温
毒
に
油
さ
れ
、
喉
痒
と
な
り
、
来
た
り
診
治
を
趣
う
。
見
る
に
そ
の
頸
腫
れ
、
牙
（
歯
）
閉
じ
、
食
を

い

た
だ
ほ
ぼ
の

さ
く

納
る
能
わ
ず
、
惟
湯
水
略
嚥
む
く
し
と
為
す
。
脈
象
浮
中
著
せ
ず
、
沈
分
極
め
て
数
、
豊
（
私
）
曰
く
、
此
れ
温
毒
の
証
、
寒
凉
（
剤
）

を
服
み
過
ぎ
れ
ば
、
温
毒
圧
せ
ら
れ
、
益
々
化
す
る
能
わ
ず
。
前
方
を
索
め
一
閲
し
、
果
然
愚
意
に
拠
り
、
理
と
し
て
当
に
先
ず
温
宣

ま

（
剤
）
を
用
い
、
そ
の
寒
凉
薬
の
気
を
解
し
、
牙
の
霜
腫
減
ず
る
を
俟
ち
、
而
る
後
凉
剤
功
を
収
む
。
満
座
皆
曰
く
、
然
り
。
遂
に
穀
精

し
火
動
け
ば
則
ち
疾
を
生
じ
、
棒

玉
鋪
匙
を
用
い
其
の
喉
を
開
く
。

日
喉
を
患
う
者
、
必
ず
兼
生

て
雑
病
亦
自
ら
癒
ゆ
く
し
。

喉
痒
急
証

必
ず
兼
ね
て
雑
証
を
感
ず
。
若
し
兼
理
に
万
難
あ
ら
ば
、
只
白
喉
症
を
治
し
、
雑
病
を
理
せ
ず
（
治
療
し
な
い
）
。
而
し
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洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
合
併
症
と
し
て
最
も
多
い
の
は
猩
紅
熱
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
と
も
現
代
で
は
稀
な
疾
患
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
昔
は
い
ず
れ
も
あ
り
ふ
れ
た
疾
患
で
、
咽
喉
を
侵
す
の
が
共
通
な
為
に
同
時
に
流
行
す
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
異
同
が
問

題
に
な
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
中
国
の
こ
の
時
期
で
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
は
白
喉
、
猩
紅
熱
は
燗
喉
疹
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

癌
と
は
発
疹
を
意
味
す
る
。
一
九
○
一
年
に
出
た
『
白
喉
証
治
通
考
」
は
、
こ
の
両
者
は
同
一
疾
患
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
次
の
よ
う
に
述

例
え
ば
、
｛

（
鋤
）

し
て
い
る
。

す
で

そ
の
声
唖
し
、
面
胄
く
、
眼
は
直
視
し
、
眼
球
は
紅
を
発
し
、
胖
骨
低
陥
す
。
此
れ
白
喉
の
白
点
已
に
出
で
、
毒
気
熾
盛
の
形
徴
な
り
。

論
証
に
至
れ
ば
、
伝
染
毒
物
よ
く
時
疫
に
変
ず
る
と
為
す
。
白
喉
は
温
毒
よ
り
出
で
、
兼
ね
て
疹
子
に
及
ぶ
を
見
る
べ
し
。
燗
喉
疹
相

同
の
処
、
も
っ
と
も
喉
療
同
源
を
窺
う
に
足
る
。

中
国
で
も
次
の
時
期
に
な
る
と
、
こ
の
両
者
を
正
し
く
別
疾
患
と
判
断
す
る
よ
う
に
な
る
。

③
一
九
一
二
年
’
一
九
四
九
年
、
中
華
民
国
時
代

こ
の
時
代
に
は
西
洋
医
学
も
か
な
り
入
っ
て
来
た
が
、
な
お
伝
統
的
な
中
国
医
学
が
中
心
で
あ
っ
た
。
ま
ず
一
九
二
四
年
に
書
か
れ
た
『
奇

験
喉
証
明
弁
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
中
国
医
学
、
西
洋
医
学
双
方
の
立
場
か
ら
書
か
れ
、
西
洋
医
学
的
記
述
も
か
な
り
正
確
で
詳
し
い
。

ジ
ブ
テ
リ

例
え
ば
、
白
喉
（
実
扶
的
里
）
を
そ
の
部
位
に
よ
り
咽
頭
実
扶
的
里
、
喉
頭
実
扶
的
里
、
鼻
腔
実
扶
的
里
に
分
け
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
明

（
綱
）

べ
て
い
る
０

本
病
は
白
喉
菌
が
咽
頭
喉
頭
気
管
等
の
粘
膜
に
侵
入
し
て
発
生
す
。
初
起
は
該
粘
膜
に
白
色
の
斑
点
を
生
じ
、
周
囲
は
紅
く
腫
れ
、
談

の

話
ま
た
は
物
を
咽
む
時
、
痙
痛
を
覚
ゆ
。
頭
部
運
動
の
時
瘤
痛
は
尤
も
甚
だ
し
。
下
顎
部
角
の
後
部
を
按
ず
れ
ば
、
則
ち
一
側
或
は
両

側
の
顎
下
淋
巴
腺
の
腫
脹
を
見
る
。
口
腔
粘
膜
の
分
泌
亦
旺
盛
に
て
、
扁
桃
腺
は
顕
著
に
腫
脹
し
、
鼻
咽
腔
は
狭
院
と
な
る
。
若
し
細

菌
が
泄
出
す
る
毒
質
が
全
身
に
吸
収
さ
れ
れ
ば
、
則
ち
発
熱
疲
倦
、
頭
痛
食
欲
不
振
等
の
状
を
現
わ
す
。

（
別
）

治
療
で
は
、
次
の
よ
う
に
血
清
注
射
や
気
管
切
開
の
こ
と
に
ま
で
触
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
の
位
行
わ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
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白
喉
を
患
う
病
人
は
宜
し
く
安
臥
静
養
さ
せ
、
速
や
か
に
血
清
注
射
を
行
え
ば
、
確
か
に
奏
効
し
得
る
。
頸
部
は
湿
布
で
番
法
し
、
或

は
氷
を
そ
の
上
に
置
き
、
又
宜
し
く
吸
入
法
を
行
う
。
重
き
者
は
気
管
切
開
後
時
々
吸
入
法
を
行
う
。
又
宜
し
く
室
内
の
空
気
を
清
潔

な
ら
し
め
、
乾
燥
さ
せ
ざ
る
こ
と
が
切
要
の
こ
と
な
り
。

次
に
、
清
末
か
ら
民
国
に
か
け
て
著
名
な
医
家
で
あ
っ
た
何
廉
臣
が
一
九
二
九
年
に
編
集
し
た
「
菫
印
全
国
名
医
験
案
類
編
、
温
病
医
案

（
詑
）

選
」
か
ら
、
二
例
の
医
案
（
カ
ル
テ
）
と
廉
臣
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

病
者
は
祁
姓
幼
子
、
年
五
歳
、
天
津
小
南
関
柴
市
芳
に
住
む
。

お
こ

原
因
、
季
春
下
旬
、
風
温
に
感
冒
し
、
医
治
宜
し
き
を
失
し
、
七
八
日
間
喘
逆
大
い
に
作
る
。

症
候
、
面
紅
、
身
熱
あ
り
、
喘
息
極
め
て
促
、
疾
声
漉
漉
た
り
。
目
瞬
か
ざ
る
に
似
た
り
。
危
き
こ
と
極
点
に
至
る
。

ひ
ら

診
断
、
脈
象
浮
滑
、
重
く
按
ず
れ
ば
力
有
り
。
口
を
啓
き
其
の
舌
苔
を
視
れ
ば
、
色
白
く
し
て
潤
う
。
其
の
二
便
を
問
う
に
、
大
便
両

日
未
だ
行
か
ず
と
言
う
。
小
便
微
黄
、
然
し
甚
だ
通
利
す
。
且
つ
其
の
身
体
胖
壮
な
る
を
視
れ
ば
、
陰
分
猶
足
れ
り
。
猶
治
す
べ
き
を

処
方案

幸
示
聖
９
ヶ

原
因
、
温
風
を
感
受
し
、
首
先
肺
を
犯
し
、
滋
養
早
服
に
よ
り
邪
熱
留
連
す
。

つ
か

症
侯
、
咽
喉
腫
痛
、
発
熱
し
、
咳
嗽
音
唖
揚
ら
ず
、
疾
粘
り
、
胸
病
え
る
。

さ
く

診
断
、
脈
右
浮
数
、
舌
辺
尖
紅
に
て
、
舌
苔
は
白
薄
滑
な
り
。
症
は
風
熱
傷
肺
に
属
す
。
治
は
宜
し
く
辛
平
宣
透
す
べ
く
、
而
し
て
滋

臓
を
誤
投
す
れ
ば
邪
を
膠
固
に
致
し
、
久
し
く
延
び
れ
ば
肺
癖
と
な
る
を
恐
る
。

処
方
（
略
）
。

病
名
、
風
温
。

病
者
は
朱
煕
臣
令
郎
、
年
十
五
歳
、
宜
興
竹
巷
に
住
す
。

か
ら
、

案
一
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編
者
の
何
廉
臣
は
こ
の
二
例
に
対
し
て
「
廉
按
ず
る
に
、
風
温
犯
肺
、
肺
脹
喘
促
は
小
児
尤
も
多
く
、
病
最
も
危
険
。
児
科
專
家
が
往
々

馬
脾
風
と
称
す
る
者
は
此
れ
也
・
」
と
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
。
馬
脾
風
は
わ
が
国
で
も
使
わ
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
主
と
し
て
喉
頭
ジ
フ
テ

リ
ア
を
指
す
。

次
に
民
国
の
時
代
に
杭
州
、
上
海
等
で
臨
床
医
と
し
て
活
躍
し
た
王
仲
奇
の
医
案
集
か
ら
、

一
九
四
五
年
の
彼
の
死
後
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

知
る
。

正
公
（
患
者
名
）
、
六
月
十
四
日

さ
く

湿
熱
麓
蒸
、
火
風
内
沸
し
、
喉
痛
み
、
咽
腫
れ
、
頸
間
耳
下
亦
腫
る
。
身
熱
あ
り
、
便
秘
し
、
溺
（
尿
）
赤
く
、
豚
弦
数
。

る
。
内
経
請
う
、
一
陰
一
陽
結
す
る
な
り
。
軽
清
宣
泄
を
擬
す
。

正
公
、
二
診
（
再
診
）
、
六
月
十
五
日

や
や

か
た
ち
や

さ
く
や
や

火
風
内
沸
の
勢
較
平
な
り
、
湿
熱
麓
蒸
の
象
未
だ
已
ま
ず
、
熱
減
じ
て
未
だ
解
せ
ず
。
汗
泄
す
る
こ
と
甚
だ
多
し
。
弦
数
の
豚
較
静
な

ほ
ぼ

す
で

や
や

り
。
頸
腫
、
咽
痛
略
減
じ
、
大
便
已
に
行
わ
る
。
懸
垂
価
ち
梢
下
墜
あ
り
。
原
意
を
守
り
軽
清
宣
泄
す
。

第
二
例

洪
（
患
者
名
）
、
嵩
山
路
（
住
所
）
、
三
月
十
六
日

か
わ

腎
囑
し
肺
燥
き
、
陰
少
し
く
上
承
し
、
気
南
降
し
難
く
、
咳
嗽
曽
て
失
血
を
経
て
、
喉
痛
爽
か
な
ら
ず
。
且
つ
乾
燥
を
覚
え
、
声
渭
揚

を
欠
き
、
豚
は
弦
。
速
か
に
渭
燥
を
以
て
肺
を
救
う
が
可
な
り
。

（
処
方
略
）

（
処
方
略
）

第
一
例

（
認
）

や
は
り
二
例
を
抄
出
す
る
。
こ
の
医
案
集
はお

そ

勢
喉
痒
を
伯
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第
一
例
は
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
、
第
二
例
は
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
傷
寒
論
」
に
い
う
少
陰
病
と
し
て
解
釈
し
て
い

る
。
「
傷
寒
論
」
で
は
は
っ
き
り
と
臓
賄
経
絡
説
の
立
場
を
取
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
後
世
の
中
国
医
家
は
経
絡
説
に
よ
っ
て
「
傷
寒
論
』
を

ま
つ

解
釈
し
、
こ
の
医
案
の
著
者
の
王
仲
奇
も
、
少
陰
の
経
豚
は
腎
か
ら
始
ま
っ
て
肺
を
通
り
、
喉
唯
に
絡
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
病
気
の
治

療
方
針
は
腎
を
滋
養
し
て
肺
を
救
う
こ
と
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
１
）

な
お
、
『
傷
寒
論
」
の
少
陰
病
に
対
す
る
検
討
は
本
論
文
の
そ
の
一
で
既
に
行
っ
た
。

一
九
四
九
年
に
中
華
民
国
が
滅
び
て
中
華
人
民
共
和
国
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
西
洋
医
学
と
伝
統
的
な
中
国
医
学
（
中
医
学
）
が
併
用
し
て

行
わ
れ
、
公
衆
衛
生
及
び
医
療
の
水
準
は
向
上
し
た
か
ら
、
ジ
フ
テ
リ
ア
も
減
少
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
記
述
は
省
略
す
る
。

に
日
本

①
一
八
二
○
年
’
一
八
六
八
年
、
江
戸
時
代
後
期
、
文
政
ｌ
慶
応
年
間

前
回
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
あ
ま
り
目
立
っ
た
流
行
は
な
か
っ
た
。
文
政
年
間
は
有
名
な
シ
ー
ボ
ル
ト
も

洪
、
三
診
、
三
月
廿
三
日

す
で

唾
血
已
に
止
み
、
咳
嗽
減
を
見
る
。

ち
滋
腎
に
て
肺
を
保
つ
が
可
な
り
。

洪
、
二
診
、
三
月
十
九
日

少
陰
腎
豚
は
喉
朧
を
循
り
、

唾
血
あ
り
、
喉
痛
み
、
咽
坐

（
処
方
略
）

（
処
方
略
）

か
わ

り
、
喉
朧
は
即
ち
肺
の
系
、
声
音
の
路
た
り
。
腎
囑
し
液
燥
き
、
陰
少
し
く
上
承
し
、
気
粛
降
し
難
く
、
咳
嗽

咽
乾
き
、
声
唖
し
失
揚
、
小
浬
（
尿
）
頻
数
、
豚
は
濡
に
し
て
弦
滑
。
価
ち
滋
腎
を
以
て
液
を
救
う
が
可
な
り
。

↓

喉
痛
、
咽
乾
梢
嵯
ゆ
。
声
唖
時
に
通
じ
時
に
窒
す
。
胸
牢
の
気
悶
し
、
小
捜
頻
数
、
豚
濡
弦
。
価
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（
別
）
（
弱
）

詞
く
○
国
段
①
９
国
が
来
日
し
た
時
期
で
あ
る
が
、
門
人
が
記
録
し
た
「
シ
ー
ボ
ル
ト
処
方
録
」
あ
る
い
は
「
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
」
を
見
て

も
、
ジ
フ
テ
リ
ア
ら
し
い
疾
病
の
記
載
は
な
い
。

天
保
年
間
か
ら
幕
末
に
か
け
て
活
躍
し
た
本
間
玄
調
は
華
岡
胄
洲
の
門
人
で
、
師
の
漢
藺
折
衷
医
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
天
保
八
年

（
一
八
三
七
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
彼
の
「
瘍
科
秘
録
」
に
は
喉
痒
と
い
う
項
が
あ
り
、
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
と
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
を
正
し
く
理
解

（
髄
）

し
、
ま
た
一
自
験
例
を
載
せ
て
い
る
の
で
、
少
し
長
い
が
そ
の
文
章
を
引
用
す
る
。
文
字
、
句
読
点
及
び
段
落
は
引
用
者
が
変
更
し
た
所
が

坐
め
つ
。
。

初
発
項
背
強
痛
シ
、
頭
痛
発
熱
悪
寒
等
ア
リ
テ
、
咽
喉
腫
痛
ス
。
杉
箸
二
枝
ヲ
紙
二
包
ミ
舌
ヲ
押
へ
、
病
人
自
ラ
気
息
ヲ
内
へ
引
ク
ト

ッ
パ
キ

キ
ハ
、
洞
二
見
ユ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
左
右
ョ
リ
扁
桃
が
）
丸
ク
腫
レ
出
シ
、
深
紫
色
ニ
ナ
リ
テ
ァ
リ
。
飲
食
ハ
勿
論
津
唾
ヲ
嚥
テ
モ
痛
ミ

オ
ト
ガ
イ

甚
シ
ク
、
歯
牙
ノ
尽
ル
処
及
ビ
舌
本
マ
デ
モ
腫
レ
テ
、
牙
関
微
シ
ク
緊
急
シ
、
ロ
モ
存
分
二
開
キ
難
ク
、
言
語
モ
不
自
由
ニ
ナ
リ
、
頤

ノ
下
辺
二
累
々
ト
核
ヲ
結
ピ
、
殆
ド
飲
食
ヲ
廃
ス
。
是
ハ
一
通
リ
ノ
喉
痒
ニ
テ
治
シ
易
ク
、
決
シ
テ
死
ス
ル
事
ナ
シ
。
六
七
日
モ
経
レ

バ
自
ラ
潰
破
シ
、
膿
血
出
デ
テ
速
二
愈
ル
ナ
リ
。
後
ニ
ハ
癖
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
テ
再
発
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

急
喉
痒
ハ
又
走
馬
喉
痒
ト
モ
云
テ
迅
速
ノ
病
ナ
リ
。
古
書
ニ
モ
暴
発
暴
死
卜
断
ハ
リ
テ
ァ
リ
。
纒
喉
風
ト
云
モ
腫
ノ
外
へ
透
達
シ
テ
咽

喉
ヲ
纒
ダ
ル
意
ニ
テ
、
実
ハ
急
喉
陣
ノ
ー
証
ナ
リ
。
急
喉
痒
ノ
候
ハ
咽
喉
暴
二
腫
痛
閉
塞
シ
、
疾
誕
塞
盛
ニ
ナ
リ
、
声
モ
唖
シ
テ
発
セ

ズ
、
呼
吸
モ
滞
リ
テ
利
セ
ズ
、
咽
喉
ノ
外
モ
微
腫
ニ
テ
色
ヲ
変
ジ
、
舌
上
黄
胎
或
ハ
黒
胎
ニ
ナ
リ
、
悪
寒
発
熱
頭
痛
等
強
ク
、
其
状
疫

ノ
如
ク
、
薬
餌
一
滴
モ
下
ラ
ズ
、
二
三
日
ニ
シ
テ
死
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
死
シ
テ
後
膿
ノ
ロ
鼻
ョ
リ
出
ル
事
ア
リ
。

ア
グ
ラ

（
症
例
）
一
男
子
咽
喉
腫
痛
ヲ
患
ヒ
テ
予
ヲ
迎
フ
。
病
人
炉
辺
二
夷
踞
シ
テ
診
ヲ
請
う
。
予
一
手
ヲ
握
リ
テ
未
ダ
診
シ
終
ラ
ザ
ル
ニ
、
病

人
卒
然
ト
シ
｜
プ
起
チ
、
又
卒
倒
シ
テ
死
セ
リ
。
後
シ
バ
ラ
ク
ア
リ
テ
膿
口
鼻
ョ
リ
出
タ
リ
。
是
ハ
全
ク
膿
ノ
気
道
二
入
リ
テ
死
シ
タ
ル

ナ
リ
。
纒
喉
風
卜
為
ス
ベ
シ
。
急
喉
痒
一
一
テ
死
ス
ル
証
ハ
常
ノ
喉
痒
ョ
リ
ー
段
深
キ
処
ニ
テ
腫
ル
ル
故
、
食
道
気
管
共
閉
塞
シ
、
幸
二

自
潰
ス
ル
モ
膿
血
気
管
二
入
り
、
呼
吸
ヲ
絶
テ
死
ス
ル
ナ
リ
。
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次
に
江
戸
時
代
も
最
末
期
の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
年
）
に
、
坪
井
芳
洲
が
「
医
療
新
書
」
と
い
う
訳
本
を
出
し
た
。
こ
れ
の
原
著
者
は
ド

（
帥
）

イ
ッ
の
レ
ー
ベ
ル
ト
西
国
日
曽
自
序
胃
耳
で
、
一
八
六
一
年
の
も
の
で
あ
る
。
阿
知
波
に
よ
れ
ば
、
こ
の
訳
本
は
日
本
で
病
理
解
剖
学
に
基

づ
い
た
疾
病
分
類
を
最
初
に
導
入
し
た
本
で
あ
る
と
い
う
。

、
ン
ン
キ
ン
久
例
）

こ
の
本
の
巻
一
の
鼻
内
諸
病
の
中
に
悪
性
偽
膜
聖
京
堀
の
項
が
あ
り
、
汎
発
性
偽
膜
性
倣
衝
（
ジ
フ
テ
リ
ア
）
の
継
発
症
で
あ
る
と
説
明
し

シ
ン
キ
ン
グ

コ
ロ
ウ
ブ

（
舵
）

て
い
る
。
聖
京
堀
と
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
炎
症
硫
衝
）
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
巻
二
に
格
瘻
癖
、
義
膜
咽
喉
倣
衝
の
項
が
あ
り
、
多
く
の
頁
を

の
ま
ま
少
し
ず
つ
使
わ
れ
て
、

（
弱
）

私
は
既
に
本
誌
に
発
表
し
た
。

ま
こ
と
に
精
彩
の
あ
る
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
一
通
リ
ノ
喉
痒
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
で
、
「
急
喉
陣
又
ハ
走
馬
喉
痒
」

と
言
っ
て
い
る
の
は
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
で
あ
り
、
全
く
正
し
く
把
握
し
て
い
る
。

次
に
緒
方
洪
庵
が
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
の
，
ヨ
ー
国
匡
壁
画
目
の
原
著
、
・
同
月
三
局
目
。
ご
旨
①
巳
目
昌
冨
を
天
保
年
間
か
ら
訳
し
始
め
、
安
政
四

（
師
）

年
（
一
八
五
七
年
）
に
「
扶
氏
経
験
遺
訓
』
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
見
る
と
、
巻
の
四
鰍
衝
病
編
（
炎
症
性
疾
患
）
の
所
に
咽
喉
鰍
衝
が
あ
り
、

シ
ン
キ
ン
グ

そ
の
う
ち
聖
京
掘
性
咽
喉
鰍
衝
、
腐
敗
性
咽
喉
鰍
衝
、
義
膜
性
咽
喉
鰍
衝
に
は
ジ
フ
テ
リ
ア
に
相
当
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
原

著
は
ブ
レ
ト
ノ
ー
が
ジ
フ
テ
リ
ア
と
い
う
病
名
を
提
唱
し
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
は
そ
の
病
名
を
用
い
て
い

な

い
0

（
粥
）
コ
ロ
ウ
プ

さ
ら
に
『
扶
氏
経
験
遺
訓
」
巻
の
二
五
の
小
児
病
編
の
中
に
格
魯
烏
布
す
な
わ
ち
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
の
項
目
が
あ
り
、
訳
者
の
洪
庵
は
こ

の
病
名
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
訳
注
を
つ
け
て
い
る
。
（
濁
点
及
び
句
読
点
は
引
用
者
が
つ
け
た
。
）

編
中
義
膜
性
咽
喉
鰍
衝
卜
訳
ス
ル
者
即
チ
是
ナ
リ
。
其
名
冗
長
ニ
シ
テ
称
呼
二
便
ナ
ラ
ズ
。
近
歳
其
原
名
少
シ
ク
耳
目
二
慣
レ
タ
リ
。

こ
う
い
う
訳
本
は
、
訳
す
に
従
っ
て
出
版
す
る
前
か
ら
筆
写
さ
れ
て
実
地
の
臨
床
に
応
用
さ
れ
、
こ
の
ク
ル
ー
プ
の
よ
う
な
病
名
も
原
語

ま
ま
少
し
ず
つ
使
わ
れ
て
、
「
耳
目
二
慣
し
」
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
本
の
刊
本
の
前
に
写
本
の
初
稿
本
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

故
二
今
コ
レ
ヲ
改
ム
。
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引
用
者
が
一
部
変
改
。
）

山
崎
は
『
日
本
疫
史
及
防
疫
史
」
の
ジ
フ
テ
リ
ア
の
項
で
、
わ
が
国
で
ジ
フ
テ
リ
ア
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
坪
井
信
良
が
明

治
七
年
に
自
ら
主
宰
す
る
医
事
雑
誌
に
「
ジ
ブ
テ
リ
セ
及
び
ク
ル
ー
ペ
ウ
セ
咽
喉
症
（
い
わ
ゆ
る
咽
喉
義
膜
症
）
」
と
書
い
た
の
が
最
も
早
い
例

（
㈱
）

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
既
に
坪
井
芳
洲
が
慶
応
二
年
に
こ
の
病
名
を
取
り
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

②
一
八
六
八
年
’
一
九
一
二
年
、
明
治
時
代

ま
ず
明
治
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
二
種
の
翻
訳
内
科
害
に
つ
い
て
触
れ
る
。

そ
の
一
は
ド
イ
ツ
の
ク
ン
ッ
ェ
【
三
局
①
が
一
八
六
五
年
に
著
し
た
原
著
を
林
洞
海
ら
が
訳
し
た
『
内
科
簡
明
」
で
あ
る
。
そ
の
第
四
編
気

（
例
）
コ
ロ
ー
プ
チ
プ
テ
リ
チ
ス

道
病
類
の
第
四
が
格
羅
布
、
第
五
が
実
布
的
里
知
斯
で
あ
り
、
ブ
レ
ト
ノ
ー
を
引
用
し
な
が
ら
記
述
し
て
い
る
。

（
鮪
）

そ
の
二
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ル
ッ
ホ
ル
ン
国
①
己
昌
国
巴
昌
○
目
が
一
八
六
九
年
に
著
し
た
原
著
を
桑
田
衡
平
が
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

コ
ロ
ウ
プ

で
は
格
魯
布
の
種
類
を
痙
掌
性
、
充
血
性
、
鰍
衝
性
と
し
、
鰍
衝
性
の
う
ち
の
代
表
的
な
も
の
が
義
膜
性
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
訳
者
の
桑
田
衡
平
が
こ
の
項
の
訳
注
で
自
ら
の
経
験
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
引
用
す
る
。
（
文
字
は

解
剖
の
項
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

費
し
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
原
著
が
書
か
れ
た
頃
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
ジ
フ
テ
リ
ア
が
大
流
行
し
て
い
た
の
で
、
関
心

が
深
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
わ
が
国
で
も
こ
の
文
久
ｌ
慶
応
の
頃
に
こ
の
病
気
が
増
加
し
た
と
い
わ
れ
る
（
こ
の
こ
と
は
ま
た
後
に
述

べ
る
）
か
ら
、
参
考
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
訳
本
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ブ
レ
ト
ノ
ー
が
作
っ
た
二
言
茸
扁
禺
昼
の
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
の
病
体

ジ
ヒ
テ
リ
チ
ス

偽
膜
性
鰍
衝
ノ
症
状
各
差
異
ア
リ
。
今
治
療
家
ノ
為
一
一
鼻
内
喉
内
喉
頭
ノ
病
ヲ
論
ズ
ル
ニ
当
ツ
テ
、
偽
膜
性
鰍
衝
卜
他
ノ
聖
京
掘
性
鰍

ジ
ヒ
テ
リ
チ
ス
コ
ロ
ウ
プ

衝
ト
ヲ
詳
記
シ
テ
、
此
等
ノ
局
処
病
ヲ
混
同
ス
ル
事
ナ
カ
ラ
ム
事
ヲ
欲
ス
。
然
し
ド
モ
実
非
的
里
秩
斯
卜
格
瘻
癖
ト
ハ
果
シ
｜
Ｚ
類
症

タ
ル
ヤ
未
ダ
決
ス
ル
能
ハ
ズ
㈲
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明
治
初
年
の
臨
床
家
が
こ
の
疾
病
を
し
ば
し
ば
経
験
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
種
の
原
書
は
こ
の
病
気
の
伝
染
性
に

つ
い
て
は
述
べ
て
お
ら
ず
、
訳
者
も
ど
う
考
え
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。

わ
が
国
で
ジ
フ
テ
リ
ア
の
伝
染
性
に
つ
い
て
初
め
て
は
っ
き
り
言
っ
た
の
は
、
明
治
七
年
に
東
京
医
学
校
に
第
二
代
外
科
教
師
と
し
て
赴

任
し
た
ド
イ
ツ
人
シ
ュ
ル
ッ
ェ
閃
昌
一
粋
冒
冒
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ル
ッ
ェ
は
東
京
医
学
校
の
外
に
愛
宕
町
の
東
京
府
病
院
で
も
臨
床
指
導
を

ヂ
フ
テ
リ
チ
ス

（
㈹
）

し
て
い
た
が
、
明
治
八
年
の
同
病
院
の
雑
誌
に
医
員
三
潴
謙
三
が
「
下
顎
及
び
舌
実
扶
的
利
質
私
治
験
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

和
歌
山
県
士
族
某
妻
民
名
年
齢
略
）
、
明
治
八
年
四
月
二
日
、
院
に
投
じ
治
を
乞
ふ
。
現
症
左
の
如
し
（
中
略
）
。
三
日
教
師
シ
ュ
ル
ゼ

氏
之
を
診
て
曰
く
、
（
中
略
）
夫
れ
実
扶
的
利
質
私
は
、
其
性
甚
だ
伝
染
し
易
き
を
以
て
、
謹
戒
注
意
し
て
療
法
を
施
さ
ざ
る
を
得
ず
。

故
に
今
、
該
患
者
に
用
ゆ
る
所
の
器
械
等
は
、
全
く
他
の
患
者
に
用
ゅ
る
を
厳
禁
す
べ
し
。

こ
の
年
は
一
八
七
五
年
で
あ
り
、
同
じ
頃
の
西
洋
と
比
較
し
て
も
非
常
に
先
駆
的
な
卓
見
で
あ
る
。
何
故
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
の
か
。
実
は
シ
ュ
ル
ッ
ェ
は
一
八
七
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
リ
ス
タ
ー
の
下
で
石
炭
酸
消
毒
法
を
学
び
、
ド
イ
ツ
の

（
師
）

外
科
に
リ
ス
タ
ー
法
を
導
入
し
た
人
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

次
に
明
治
初
年
の
漢
方
の
小
児
科
医
で
、
医
学
史
の
研
究
も
し
た
篤
学
の
河
内
全
節
の
著
作
を
取
り
上
げ
る
。
『
馬
脾
風
全
書
」
（
明
治
十
二

年
序
）
と
『
燗
喉
丹
疹
考
』
（
明
治
十
八
年
賊
）
で
、
い
ず
れ
も
写
本
で
あ
る
。
「
馬
脾
風
」
は
喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
で
あ
り
、
『
燗
喉
丹
疹
」
は
中

国
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
本
来
は
猩
紅
熱
を
指
す
言
葉
で
あ
る
が
、
彼
は
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
の
意
味
に
用
い
て
い
る
。
同
じ
頃
の
西
洋
で
も
、

喉
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
と
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
に
ブ
レ
ト
ノ
ー
が
統
一
的
な
名
称
を
与
え
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
別
疾
患
と
の
見
方
が
根
強
か
つ

按
ズ
ル
ニ
硝
酸
銀
水
ノ
擦
法
ハ
早
期
二
吐
剤
ヲ
用
ヒ
テ
快
吐
ヲ
得
ル
ノ
後
、
直
チ
ニ
之
ヲ
行
へ
（
其
効
愈
確
実
ナ
リ
。
（
中
略
）
然
し
ド

ス
部
プ

モ
若
シ
晩
期
二
至
テ
已
二
劇
熱
ヲ
発
シ
頭
部
充
血
ノ
症
ヲ
顕
ハ
シ
、
局
処
ノ
官
能
遅
慢
二
陥
ル
時
ハ
仮
令
吐
剤
ヲ
用
フ
ル
モ
亦
之
二
由

テ
義
膜
様
ノ
凝
固
液
ヲ
分
離
ス
ル
事
態
ハ
ズ
。
（
中
略
）
近
来
吾
経
験
中
幸
ニ
シ
テ
其
機
二
投
ジ
此
療
法
ヲ
以
テ
格
魯
布
ヲ
治
セ
シ
事
三

回
二
及
く
り
。
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こ
の
後
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
に
は
コ
ッ
ホ
が
結
核
菌
を
発
見
し
、
ま
た
コ
ッ
ホ
の
三
原
則
を
発
表
し
て
細
菌
学
の
方
法
論
を
確

立
し
、
明
治
十
六
年
に
は
北
里
柴
三
郎
が
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
そ
の
翌
年
に
は
レ
フ
レ
ル
が
コ
ッ
ホ
門
下
に
あ
っ
て
ジ
フ
テ
リ
ア

菌
を
純
培
養
し
て
、
ジ
フ
テ
リ
ア
の
病
原
を
確
定
し
た
。

北
里
は
明
治
十
八
年
十
一
月
に
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
年
ベ
ル
リ
ン
の
コ
ッ
ホ
の
教
室
に
入
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
研
究
を
し
、

た
よ
う
に
、
河
内
全
節
も
こ
れ
を
別
疾
患
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
両
書
と
も
多
く
の
文
献
を
引
用
し
、
ま
た
自
己
及
び
他
医
の
治
験
例
も
多
数
紹
介
し
、
頗
る
見
る
べ
き
所
が
多
い
が
、
今
『
燗
喉
丹

（
錦
）

疹
考
」
の
序
論
の
一
節
の
み
を
左
に
引
用
す
る
。

近
年
一
種
ノ
咽
喉
病
流
行
ス
。
其
始
メ
明
治
七
八
年
ノ
頃
山
梨
県
下
二
起
り
、
漸
次
長
野
静
岡
ノ
両
県
二
及
ポ
シ
、
東
京
ノ
如
キ
ハ
十

年
十
一
年
ノ
際
多
ク
流
行
シ
テ
後
、
其
毒
邪
全
ク
消
滅
セ
ズ
、
時
々
各
所
二
流
行
シ
死
亡
ス
ル
者
多
シ
。
麹
町
区
ノ
如
キ
ハ
明
治
十
二

年
十
一
月
初
旬
ョ
リ
ニ
十
日
頃
迄
ニ
麹
町
一
丁
目
一
番
地
ョ
リ
九
番
地
迄
一
一
テ
拾
二
人
死
亡
シ
タ
リ
。

こ
こ
で
全
節
は
こ
の
病
気
が
明
治
七
年
頃
か
ら
流
行
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
勿
論
こ
れ
が
最
初
で
は
な
い
。
馬
脾
風
に
関
し
て
は
彼
の

（
脚
）

父
の
言
と
し
て
、
こ
の
病
気
は
文
久
慶
応
の
頃
か
ら
増
え
て
来
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

明
治
七
年
の
医
制
に
お
い
て
は
ジ
フ
テ
リ
ア
は
四
種
の
悪
性
流
行
病
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
明
治
政
府
の
伝
染
病
に
対
す
る

認
識
は
急
速
に
進
み
、
明
治
十
三
年
に
は
伝
染
病
予
防
規
則
が
で
き
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
六
種
の
伝
染
病
の
中
に
ジ
フ
テ
リ
ア
は
入
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
一
八
八
○
年
で
あ
り
、
西
洋
諸
国
の
伝
染
病
対
策
と
比
較
し
て
も
早
い
の
で
あ
る
。
同
規
則
の
第
一
条
と
第
十
八
条
を
左
に

（
加
）

引
用
す
る
。

第
一
條

第
十
八
條

シ
ム
ベ
シ

コ
レ
ラ
チ
フ
ス

ジ
フ
テ
リ
ア

チ
ブ
ス

此
規
則
二
称
ス
ル
伝
染
病
ト
ハ
虎
列
刺
、
腸
窒
扶
私
、
赤
痢
、
実
扶
姪
利
亜
、
発
疹
窒
扶
私
及
ビ
痘
瘡
ノ
六
病
ヲ
云
う

実
扶
姪
里
亜
病
流
行
ノ
際
ハ
第
十
一
條
（
虎
列
刺
）
ヲ
適
用
シ
患
者
ノ
疾
唾
及
ビ
之
一
一
汚
械
ス
ル
物
ハ
焼
棄
若
ク
ハ
埋
却
セ

ワq1
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次
に
「
中
浜
東
一
郎
日
記
」
・

卒
業
し
、
東
京
衛
生
試
験
所
長
、

明
治
三
○
年
一
月
二
八
日

ま
た
そ
の
他
様
々
の
業
績
を
あ
げ
て
明
治
二
五
年
に
帰
国
し
た
。

帰
国
後
早
々
に
芝
公
園
内
に
伝
染
病
研
究
所
を
作
っ
た
が
、
明
治
二
七
年
に
は
愛
宕
町
に
こ
れ
を
新
築
移
転
し
、
そ
の
年
か
ら
ジ
フ
テ
リ

（
、
）

ア
免
疫
血
清
の
製
造
を
開
始
し
た
。
同
年
十
一
月
十
三
日
に
生
後
一
年
三
カ
月
の
男
児
を
初
め
て
こ
れ
で
治
療
し
、
全
治
し
た
と
い
う
記
録

が
残
っ
て
い
る
。
同
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
同
研
究
所
の
附
属
病
室
に
収
容
し
て
血
清
療
法
を
施
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
、
三
五
三
人
中
三

（
泡
）
（
密
）

二
二
人
（
九
一
％
）
が
治
癒
し
た
と
い
う
。
こ
の
後
、
同
研
究
所
内
に
国
の
血
清
院
が
併
設
さ
れ
た
。

（
別
）

次
に
「
中
浜
東
一
郎
日
記
」
か
ら
そ
の
家
族
の
ジ
フ
テ
リ
ア
に
関
す
る
記
録
を
抄
出
す
る
。
中
浜
は
明
治
十
四
年
に
東
京
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
東
京
衛
生
試
験
所
長
、
医
術
開
業
試
験
委
員
長
等
を
歴
任
し
た
者
で
あ
る
。

両
児
は
素
よ
り
異
常
な
く
幸
も
亦
殆
ど
全
治
。

す
な
わ
ち
、
長
男
の
幸
の
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
に
対
し
血
清
療
法
を
行
い
、
三
女
の
綾
子
と
二
男
の
清
に
対
し
て
は
予
防
的
に
注
射
を
し
た

の
で
あ
る
。
幸
は
一
応
治
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
十
日
後
に
血
清
病
の
症
状
が
出
現
し
て
い
る
。
ま
た
幸
は
こ
の
二
年
後
に
喉
頭
ジ
ブ

（
布
）

テ
リ
ア
の
症
状
を
発
し
て
死
亡
し
た
。
正
確
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

（
茄
）

最
近
物
故
さ
れ
た
細
菌
学
者
の
藤
野
は
、
自
分
が
幼
少
の
頃
の
明
治
末
期
の
思
い
出
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
彼
の

午
後
帰
宅
す
る
に
長
男
幸
咽
頭
に
痔
痛
あ
り
昨
日
を
以
て
始
ま
る
と
云
ふ
。
之
を
検
す
る
に
頸
の
水
豚
腺
（
リ
ン
パ
腺
）
左
右
共
悉
く
腫

ジ
フ
テ
Ⅲ
〆

起
瘤
痛
し
咽
頭
は
赤
色
潮
紅
、
扁
桃
腺
右
に
白
色
の
被
膜
あ
り
て
後
方
咽
頭
壁
に
達
す
。
実
布
的
里
と
診
し
直
に
血
清
を
注
入
す
。
独

逸
製
品
を
得
る
能
は
ざ
れ
ば
止
む
を
得
ず
血
清
院
製
の
血
清
第
弐
号
を
注
入
（
一
○
○
○
単
位
な
り
と
云
ふ
）
す
。

綾
井
に
清
二
人
に
も
血
清
二
○
○
単
位
を
注
入
す
。

同
一
月
三
一
日

同
一
月
二
九
日

（92） 232



父
は
福
井
県
の
農
村
の
開
業
医
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
ジ
フ
テ
リ
ア
の
患
児
が
受
診
に
訪
れ
た
時
、
父
は
彼
に
恐
い
顔
で
「
馬
脾
風
の
病
人

く
ら

が
来
て
い
る
か
ら
土
蔵
へ
行
っ
て
お
れ
」
と
命
じ
た
。
そ
の
頃
彼
の
父
も
血
清
療
法
を
行
っ
て
い
た
。

③
一
九
○
一
’
一
九
五
○
年
、
明
治
時
代
後
期
ｌ
昭
和
時
代
前
期

本
論
文
で
ジ
フ
テ
リ
ア
の
患
者
の
数
や
死
亡
者
の
数
を
記
述
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
大
体
の
こ
と
を
概
観
し
て
お
く
。

明
治
時
代
の
前
半
に
は
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
数
は
コ
レ
ラ
や
赤
痢
に
比
べ
少
な
か
っ
た
が
、
明
治
三
○
年
代
か
ら
都
市
人
口
が
増
え
た
た
め

か
ジ
フ
テ
リ
ア
も
増
加
し
、
明
治
三
○
年
代
に
患
者
数
は
全
国
で
二
万
人
前
後
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
横
ば
い
で
昭
和
初
め
ま
で
推
移
し
た
。

こ
の
頃
の
致
命
率
は
二
五
％
程
度
で
あ
っ
た
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
患
者
数
は
増
加
に
転
じ
、
戦
時
中
の
悪
條
件
下
で
昭
和
十
八
’
十
九
年
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
約
九
万
人
と
な
っ
た
。

（
耐
）

し
か
し
致
命
率
は
十
％
程
度
に
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
血
清
療
法
が
普
及
し
た
た
め
で
あ
る
。

ト
キ
ソ
イ
ド
の
予
防
接
種
は
昭
和
五
年
に
は
実
用
化
さ
れ
た
が
普
及
せ
ず
、
こ
れ
が
普
及
し
た
の
は
昭
和
二
三
年
に
予
防
接
種
法
が
制
定

（
刃
）

さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
予
防
接
種
の
効
果
も
す
ぐ
に
は
現
れ
ず
、
昭
和
二
○
年
代
に
一
万
人
程
度
に
減
っ
た
患
者
も
三
○
年
代
に
は
再

（
帥
）

び
一
万
五
千
人
程
度
に
増
加
し
、
そ
の
後
は
減
少
し
て
０
に
近
づ
い
て
い
る
。

こ
の
間
に
昭
和
二
三
年
初
冬
に
京
都
で
、
無
毒
化
が
不
完
全
だ
っ
た
ト
キ
ソ
イ
ド
を
接
種
し
て
患
者
が
六
○
六
名
発
生
し
、
そ
の
う
ち
六

（
別
）

八
名
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。

（
魂
）

こ
こ
で
「
横
浜
疫
病
史
」
と
い
う
資
料
に
よ
っ
て
致
命
率
等
の
記
述
を
補
足
す
る
。
こ
れ
は
横
浜
市
の
伝
染
病
病
院
で
あ
っ
た
万
治
病
院

の
記
録
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
全
国
の
傾
向
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
○
年
代
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ア
の
入
院
患
者
数
が
増

え
始
め
、
大
正
十
五
年
に
は
患
者
数
八
一
名
、
死
亡
者
二
二
名
で
、
致
命
率
は
二
七
％
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
六
年
に
は
ジ
フ
テ
リ
ア
の
入
院

患
者
七
五
四
名
、
死
亡
者
七
五
名
で
、
致
命
率
は
一
○
％
で
あ
っ
た
。
死
亡
者
の
ほ
と
ん
ど
は
咽
頭
ジ
フ
テ
リ
ア
の
幼
児
で
、
入
院
当
日
か

翌
日
に
死
亡
し
た
。

ワqq
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大
正
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
こ
の
病
院
に
ジ
フ
テ
リ
ア
で
入
院
し
た
患
者
で
、
入
院
前
に
既
に
抗
毒
素
血
清
の
注
射
を
受
け
て
い
た
者
は

（
蹄
）

一
○
’
二
○
％
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
昭
和
十
六
年
頃
に
は
三
○
’
五
○
％
に
な
っ
た
。
し
か
し
費
用
が
か
か
る
た
め
に
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
者
が
多
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

（
別
）

山
形
県
の
農
村
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
の
結
城
哀
草
果
が
昭
和
十
年
刊
の
歌
集
「
す
だ
ま
」
の
中
で
次
の
よ
う
な
歌
を
残
し
て
い
る
。

ヂ
フ
テ
リ
ヤ
に
血
清
注
射
利
く
と
い
へ
金
な
き
ゆ
ゑ
に
死
ぬ
児
の
多
し

万
治
病
院
で
の
治
療
は
血
清
療
法
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
年
代
か
ら
は
サ
ル
フ
ァ
剤
も
補
助
的
に
使
わ
れ
て
、
死
亡
率
低
下
に
役

（
柵
）

立
っ
た
。
気
管
切
開
は
行
っ
て
も
救
命
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

（
郡
）

万
治
病
院
で
は
昭
和
四
八
年
の
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
は
七
名
で
あ
っ
た
が
、
四
九
年
以
後
は
０
と
な
っ
た
。

Ｈ
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
レ
ト
ノ
ー
は
一
八
二
○
年
前
後
に
彼
の
住
む
地
方
に
流
行
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
を
臨
床
的
、
疫
学
的
、
病
理
解
剖
学
的
に
研

究
し
て
、
こ
の
病
気
の
Ｑ
目
。
巴
①
目
弓
を
確
立
し
、
ジ
フ
テ
リ
ア
と
い
う
病
名
を
創
出
し
た
。

そ
の
後
一
八
八
○
年
代
に
細
菌
学
的
研
究
方
法
が
確
立
さ
れ
、
一
八
八
四
年
に
コ
ッ
ホ
門
下
の
レ
フ
レ
ル
は
ジ
フ
テ
リ
ア
菌
の
純
培
養
に

成
功
し
、
一
八
九
○
年
に
ベ
ー
リ
ン
グ
と
北
里
は
破
傷
風
と
ジ
フ
テ
リ
ア
に
お
け
る
抗
毒
素
形
成
機
構
を
解
明
し
、
抗
毒
素
（
血
清
）
療
法

ロ
中
国
で
は
清
朝
後
期
の
嘉
慶
ｌ
同
治
年
間
に
ジ
フ
テ
リ
ア
（
白
腐
ま
た
は
白
喉
と
い
わ
れ
た
）
の
患
者
は
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
喉
科
の

専
門
医
も
増
加
し
、
診
断
法
及
び
治
療
法
に
進
歩
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
に
続
く
清
朝
末
期
も
こ
の
病
気
は
多
く
、
専
門
医
は
咽
喉
に
吹
き

成
功
し
、
一
八
余

に
道
を
開
い
た
。

欧
米
で
は
一
九
一

を
減
少
さ
せ
た
。

ま
と
め○

年
以
後
ジ
フ
テ
リ
ア
の
予
防
接
種
が
普
及
し
、
血
清
療
法
の
普
及
と
相
ま
っ
て
ジ
フ
テ
リ
ア
の
患
者
数
及
び
死
亡
率
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こ
む
薬
を
使
っ
た
り
、
閉
鎖
さ
れ
た
喉
頭
を
開
く
手
技
を
用
い
て
治
療
し
た
。
一
九
二
年
の
辛
亥
革
命
以
後
、
中
華
民
国
の
時
代
に
は

西
洋
医
学
の
知
識
及
び
技
術
が
導
入
さ
れ
た
が
、
な
お
伝
統
的
な
中
医
学
に
よ
る
治
療
が
中
心
で
あ
っ
た
。

日
わ
が
国
の
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
通
し
て
西
洋
医
学
の
知
識
が
入
り
、
こ
の
病
気
に
対
し
て
も
正
確
な
認
識
が
な
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
幕
末
に
は
ジ
フ
テ
リ
ア
と
い
う
病
名
も
紹
介
さ
れ
た
。
明
治
時
代
に
は
西
洋
の
診
断
法
、
治
療
法
が
普
及
し
、
明
治
十
三
年
に

は
伝
染
病
予
防
規
則
が
で
き
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
は
北
里
柴
三
郎
に
よ
り
血
清
療
法
が
開
始
さ
れ
た
。
ジ
フ
テ
リ
ア
患
者
は
昭
和
に
入

っ
て
か
ら
増
加
し
た
が
、
血
清
療
法
の
普
及
に
よ
り
死
亡
率
は
一
○
％
程
度
に
減
少
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
に
予
防
接
種
法
が
で
き
て
か

ら
患
者
は
漸
減
し
た
。

（
８
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

平
成
八
年

（
３
）
国
①
ゴ
ユ
］
】
ぬ

〒
４
－
レ
ゴ
、
二
０
，
詞
『

（
２
）
中
村
昭
「
西
洋
、
中
国
、
日
本
の
ジ
フ
テ
リ
ア
史
素
描
、
そ
の
二
、
近
世
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
二
巻
、
三
号
、
三
六
九
’
三
八
七
頁
、

文
献

（
１
）
中
村
昭
「
西
洋
、
中
国
、
日
本
の
ジ
フ
テ
リ
ア
史
素
描
、
そ
の
一
、
古
代
・
中
世
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
一
巻
、
三
号
、
三
六
九
’
三
九

国
①
ご
同
旨
頤
閃
ヨ
目
一
ぐ
（
〕

シ
］
己
用
言
冊
》
甸
吊
Ｑ
①

の
国
丘
（
ご
閏
ご
○
庫
旨
の

く

の
冨
旦
①
》
ロ
巴
邑
里
口
且

前
掲
（
４
）
文
献
畠

］
Ｑ
旨
国
》
夛
三
一
国
ョ
却
固
ご
｝
己
〕
閏
国
》
岸
の
嬰
昌
己
８
ョ
⑫
臼
己
弓
吊
禺
ョ
①
具
．
お
甲
望
『
旨
］
①
昌
吊
』
‐
・
夛
昇
Ｐ
Ｒ
目
Ｈ
朋
曽
己
同
朋
四
湧
白
〕
司
①
ぐ
①
刷

四
己
旦
ロ
ざ
三
一
月
ユ
伊
昌
曽
旨
邑
匿
。
凹
己
ｑ
ｏ
ｐ
ｚ
①
言
母
○
ユ
ハ
》
屍
望
．

］
図
只
）
豆
》
シ
耳
里
国
目
馳
少
弓
昂
里
扇
の
白
目
ロ
旨
言
面
四
．
国
》
ざ
》
ヨ
ミ
ー
園
目
弓
○
○
・
陣
ｏ
ｐ
ｚ
２
ご
尽
○
ユ
ハ
》
屍
窒
．

四
頁
、
平
成
七
年

同
ヨ
目
一
ぐ
ｇ
Ｈ
ｐ
厨
の
①
の
ｏ
三
、
胃
①
Ｑ
①
門
口
冒
胃
岸
吊
ユ
の
画
一
上
突
く
臼
．
訂
、
負
）
］
〕
⑦
の
Ｃ
Ｈ
ｍ
弓
言
の
目
①
》
Ｐ
①
ご
凰
蛎
易
虫
｝
．

ｗ
》
甸
吊
号
１
呉
言
．
里
堅
．
苗
〕
冒
三
言
円
国
自
尉
國
胃
尉
国
○
さ
喝
ゞ
勺
豊
５
ざ
陽
画
己
冒
員
ロ
昌
己
さ
喝
．
ご
ｌ
ぷ
ゞ
西
尉
冨
巴
＄
ｑ
め

甸
尽
⑦
Ｑ
①
再
’
一
○
六
三

○
庫
旨
の
岳
麗

目
亘
〕
号
四
，
国
筥
厨
ｚ
胃
昌
、
曽
己
弓
吊
胃
日
①
具
．
患
１
＄
》
国
曽
局
面
四
ａ
曽
己
Ｆ
函
．
弔
言
両
号
言
言
伊
昴
霞
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（
肥
）
ベ
ー
リ
ン
グ
、
北
里
柴
三
郎
「
ジ
フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
に
対
す
る
動
物
の
免
疫
機
構
」
藤
野
恒
三
郎
監
訳
「
微
生
物
学
の
一
里
塚
』
一
八
四

’
一
八
八
頁
、
近
代
出
版
、
東
京
、
昭
和
五
十
五
年
。

（
四
）
前
掲
（
４
）
文
献
底
？
勗
刃

（
別
）
の
凰
己
【
違
曼
＄
庁
】
呈
曼
“
冒
討
ｇ
ご
吊
己
耐
の
闇
①
印
輔
も
『
①
ぐ
①
昌
旨
己
曽
己
弓
３
画
目
〕
の
昌
冒
号
①
ｚ
ヨ
国
①
①
。
号
四
．
旦
弓
急
①
昌
尉
号
８
自
白
。
①
の
』
ご

ｌ
』
司
卸
ロ
旨
こ
ぐ
①
局
の
詳
旦
（
託
三
国
ロ
ロ
①
、
○
庁
四
毛
門
①
ｍ
の
》
戸
畠
。
①
四
℃
○
冒
厨
》
旨
や
『
酌

（
虹
）
盟
口
胸
閏
》
。
ご
ｍ
ユ
①
の
四
コ
ロ
ロ
ロ
ロ
閏
乏
○
○
具
向
．
Ｐ
筈
言
○
吋
昏
轆
ン
⑳
壷
○
風
困
耐
８
昼
（
）
｛
旨
①
ｇ
ｏ
言
①
、
畠
崇
Ｑ
閏
①
国
旦
ｇ
］
勺
昂
朋
》
Ｏ
ｘ
さ
ａ
ゞ
己
ｓ
，

（
犯
）
秋
元
寿
恵
夫
訳
、
ド
・
ク
ラ
イ
フ
『
微
生
物
を
追
ふ
人
々
」
二
八
五
‐
二
八
六
頁
、
第
一
書
房
、
東
京
、
昭
和
十
七
年
。

文
献
（
皿
）
に
は
そ
の
年
の
暮
に
一
人
の
患
児
に
血
清
療
法
が
行
わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
文
献
（
配
）
で
は
同
じ
年
の
う
ち
に
さ
ら

に
複
数
の
患
児
に
も
行
わ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
）

（
皿
）

（
昭
）

（
Ｍ
）

（
咽
）

（
略
）

（
Ⅳ
）

（
肥
）

へへへへ
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前
掲
（
８
）
文
献
圏

前
掲
（
８
）
文
献
ヨ

ベ
ー
リ
ン
グ
、
北
里
韮

’
一
八
八
頁
、
近
代
十

前
掲
（
４
）
文
献
底

前
掲
（
４
）
文
献
弱
ｌ
筐

前
掲
（
４
）
文
献
室
‐
お

前
掲
（
８
）
文
献
圏
‐
塁

前
掲
（
８
）
文
献
己

前
掲
（
５
）
文
献
Ｅ

前
掲
（
８
）
文
献
圏

前
掲
（
４
）
文
献
畠
‐
堂

国
匡
目
曾
》
三
月
註
１
閨
房

前
掲
（
８
）
文
献
己
‐
苫

（
即
）
文
献
お
↑

（
別
）
文
献
弓
、

（
４
）
文
献
競
い

（
４
）
文
献
韻
』

文文
献献
Cg砦4
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II

学 目
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to‐

文
献
』
ミ
ム
望

ｚ
禺
昌
‐
巴
函
尉
８
弓
旦
旨
貯
９
５
口
の
口
耐
の
幽
閉
．
思
い
○
画
目
言
‘
己
”
①
己
凰
ぐ
臼
里
弓
弔
蔚
閉
．
胃
昌
島
旨
．
こ
＄

ｔ

く

「
ジ
フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風
に
対
す
る
動
物
の
免
疫
機
構
」
藤
野
恒
三
郎
監
訳
『
微
生
物
学
の
一
里
塚
』
一
八
四

東
京
、
昭
和
五
十
五
年
。
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前
掲
（
４
）
文
献
ぷ
っ

前
掲
（
別
）
文
献
］
弓

前
掲
（
皿
）
文
献
四
＄

前
掲
（
別
）
文
献
ミ
ヨ

前
掲
（
別
）
文
献
』
認

前
掲
（
、
）
文
献
目
っ

〆
○
房
〕
雪
と
国
旦
国
里

す
①
吋
頤
田
①
ユ
目
》
旨
④
四
嘩

前
掲
（
２
）
文
献
、
二

前
掲
（
妬
）
文
献
、
二
○
七
’
一

前
掲
（
弱
）
文
献
、
二
四
一
頁

前
掲
（
弱
）
文
献
、
一
九
六
頁

前
掲
（
妬
）
文
献
、
一
九
七
頁

前
掲
（
弱
）
文
献
、
二
○
一
頁

前
掲
（
弱
）
文
献
、
二
○
六
頁

前
掲
（
弱
）
文
献
、
二
○
八
頁

前
掲
（
弱
）
文
献
、
二
四
三
頁

前
掲
（
弱
）
文
献
、
四
五
○
頁

前
掲
（
妬
）
文
献
、
二
一
五
頁

前
掲
（
調
）
文
献
、
二
一
五
’
一

雷
豊
『
時
病
論
』
巻
之
一
九
ウ
、

前
掲
（
２
）
文
献
、
三
七
六
’
三
七
八
頁

張
賛
臣
編
「
中
医
喉
科
集
成
」
一
九
四
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
五
年

前
掲
（
妬
）
文
献
、
二
○
七
’
二
○
八
頁

（
別
）
文
献
ミ
ヨ
‐
］
認
．

（
別
）
文
献
弓
中
弓
Ｐ

（
、
）
文
献
目
？
冒
吟

一
シ
ご
・
昌
己
国
２
門
す
．
国

（
別
）
文
献
］
弓
．

（
皿
）
文
献
四
＄
‐
目
］

両
摺
）
角
冒
弓
昌
里
万
国
堅
寓
囚
旨
さ
四
の
昌
己
冒
蔚
冨
旨
。
①
酉
’
四
己
３
国
５
国
．
認
（
）
‐
路
岸
ご
号
朴
自
陣
の
ｏ
言
ご
胃
陪
己
‐

一
一
一
ハ
言
日
（

北
京
市
中
国
書
店
、
北
京
、
一
九
八
六
年
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前
掲
（
弱
）
文
献
、
二
三
八
頁

沈
慶
法
他
編
「
温
病
名
著
選
読
」
三
三
九
’
三
四
○
頁
、
上
海
中
医
学
院
出
版
社
、
上
海
、
一
九
九
二
年

『
王
仲
奇
医
案
」
三
七
’
三
九
頁
、
新
安
医
籍
叢
刊
、
安
徽
科
学
技
術
出
版
社
、
合
肥
、
一
九
九
二
年

戸
塚
武
比
古
「
シ
ー
ボ
ル
ト
処
方
録
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
二
九
巻
、
三
号
、
三
一
七
’
三
三
九
頁
、
昭
和
五
十
八
年

中
村
昭
「
蘭
方
口
伝
（
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
六
巻
、
三
号
、
二
七
一
’
二
九
四
頁
、
平
成
二
年

本
間
玄
調
「
瘍
科
秘
録
」
巻
八
、
四
十
ウ
ー
四
十
一
ウ
、
自
準
亭
、
天
保
八
年
二
八
三
七
）

緒
方
洪
庵
訳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
」
巻
四
、
二
十
三
ウ
ー
三
十
一
ウ
、
適
適
斎
、
大
坂
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

前
掲
（
師
）
〃
文
献
、
巻
二
十
五
、
三
十
八
ウ
ー
四
十
二
オ

中
村
昭
「
緒
方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
」
翻
訳
過
程
の
検
討
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
五
巻
、
三
号
、
二
二
九
’
二
六
○
頁
、
平
成
元
年

阿
知
波
五
郎
『
近
代
日
本
の
医
学
ｌ
西
欧
医
学
受
容
の
軌
跡
」
一
八
七
’
一
九
二
頁
、
恩
文
閣
出
版
、
京
都
、
昭
和
五
十
七
年

坪
井
芳
洲
『
医
療
新
書
』
巻
一
、
九
ウ
ー
十
ウ
、
日
渉
堂
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

前
掲
（
団
）
文
献
、
巻
二
、
一
オ
ー
ニ
十
五
ウ

山
崎
佐
「
日
本
疫
史
及
防
疫
史
」
四
六
六
頁
、
克
誠
堂
書
店
、
東
京
、
昭
和
六
年

ゲ
ル
マ
ン
ク
ン
ゼ

林
洞
海
、
石
川
桜
所
、
石
黒
忠
惠
訳
『
内
科
簡
明
」
（
日
耳
曼
・
君
設
原
著
）
巻
三
、
九
ウ
ー
十
七
ウ
、
英
蘭
堂
、
東
京
、
明
治
五
年

桑
田
衡
平
訳
『
内
科
摘
要
」
（
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ル
ッ
ホ
ー
ル
ン
原
著
）
巻
二
、
七
ウ
ー
十
九
オ
、
鉄
幹
斎
、
明
治
五
年

前
掲
（
侭
）
文
献
、
四
六
九
’
四
七
○
頁

酒
井
シ
ヅ
「
シ
ュ
ル
ッ
ェ
と
ス
ク
リ
バ
ー
近
代
外
科
の
紹
介
者
」
宗
田
一
他
編
『
医
学
近
代
化
と
来
日
外
国
人
」
一
○
三
’
一
○
六
頁
、
世

界
保
健
通
信
社
、
大
阪
、
昭
和
六
三
年

河
内
全
節
『
燗
喉
丹
疹
考
」
一
オ
ー
ー
ウ
、
筆
者
架
蔵
、
写
本
、
明
治
十
八
年
賊

前
掲
（
”
）
文
献
、
巻
之
一
、
一
一

前
掲
（
弱
）
文
献
、
二
○
二
頁

前
掲
（
弱
）
文
献
、
二
○
一
頁

一
オ
ー
三
一
ウ

(98） 238



へへへへへへへへへへへへへへへへへへ

868584838281807978777675747372717069
…………………ー…ーーー…………

前
掲
（
門
）
文
献
、
二
○
’
一

前
掲
（
門
）
文
献
、
二
二
頁

岡
井
隆
編
『
集
成
・
昭
和
の
短
弔

前
掲
（
”
）
文
献
、
二
二
’
一

前
掲
（
門
）
文
献
、
一
二
頁

内
海
孝
編
『
横
浜
疫
病
史
ｌ
万
治
病
院
の
百
十
年
」
二
○
頁
、
横
浜
市
衛
生
局
、
横
浜
、
昭
和
六
三
年

前
掲
（
汀
）
文
献
、
三
二
’
三
三
頁

中
村
豊
「
細
菌
学
免
疫
学
講
本
Ⅱ
』
二
八
二
頁
、
金
原
出
版
、
東
京
、
昭
和
三
五
年

前
掲
（
門
）
文
献
、
一
一
○
’
一
二
一
頁

前
掲
（
泥
）
文
献

厚
生
省
医
務
局
編

前
掲
（
万
）
文
献

中
浜
明
編
冨
‐
浜
東
一
郎
日
記
』

前
掲
（
Ⅷ
）
文
献
、
第
二
巻
、
一

前
掲
（
泥
）
文
献
、
一
二
○
頁

河
内
全
節
『
馬
脾
風
全
書
」

厚
生
省
医
務
局
編
「
医
制
百

宮
島
幹
之
助
他
編
『
北
里
柴

藤
野
恒
三
郎
『
藤
野
・
日
本

前
掲
（
、
）
文
献
、
七
一
頁

『
集
成
・
昭
和
の
短
歌
」
一
○
七
頁
、
小
学
館
、
東
京
、
平
成
七
年

文
献
、
二
二
’
二
三
頁

「
衛
生
統
計
か
ら
見
た
医
制
百
年
の
歩
み
」
三
二
’
三
三
頁
、
前
掲
（
、
）
文
献
附
録

鄙
全
書
」
五
ウ
、
筆
者
架
蔵
、
写
本
、
明
治
十
二
年
序

「
医
制
百
年
史
』
資
料
編
、
二
五
○
’
二
五
一
頁
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
東
京
、
昭
和
五
十
一
年

『
北
里
柴
三
郎
伝
」
六
一
’
七
○
頁
、
北
里
研
究
所
、
東
京
、
昭
和
八
年

号
日
本
細
菌
学
史
」
一
二
○
’
一
二
一
頁
、
近
代
出
版
、
昭
和
五
九
年

一
第
一
巻
、
三
一

二
八
’
三
○
頁

八
’
三
三
○
頁
、
冨
山
房
、
東
京
、
平
成
四
年

（
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）
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つ
守
詞AHistoricalSurveyofDiphtheriaintheWesternWorld,ChinaandJapan

PartlII:RecentAge(fromtheNineteenthCenturytotheMiddleoftheTwentiethCentury)

bvAkiraNAKAMURA

TheFrenchclinician,P.Bretonneauresearchedanepidemicdisease,whichprevailedinaboutl820

A.D・inTours,France,byclinical,epidemioIogicalandpathologicalmethods,andnamedthisdisease

"diphtheria."

TheGermanbacteriologiSt,F・L6fflersucceededinmakingapurecultureofCorynebacterium

diphtheriaeinl884A.D.TheGermanbacteriologist,EBehringandtheJapanesebacteriologist,S.

Kitasatofoundadiphtheriaanti-toxininl890A.D.andthereafterserumtherapyfordiphtheriastarted.

Immunizationagainstdiphtheriabecameroutineinthewesternworldaftcrl910A.D.

InChina,thenumberofdiptheriapatientsincreasedinthenineteenthcentury,andtherewassome

progressinclinicallaryngologyinChinesemedicine.WesternmedicinewasalsointroducedintoChinain

thefirsthalfofthetwentiethcenturv.

Japanintroducedwesternmedicineearnestlyinthenineteenthcentury,andJapaneseknewthename

"diphtheria"bythemiddleofthenineteenthcentury.Diphtheriaanti-serumproductionwasstartedbyS.

KitasatoinJapaninl894A.D.ImmunizationagainstdiphtheriawascarriedoutgraduallyinJapan.
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つ
つ
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